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この報告書は,日 本 自転車振興会か ら競輪 収益 の一部 であ る機械

工業振 興資金の補助 を受 け て昭和58年 度 に実施 した 「情報処理教

育に関す る調査研究 」の成果 をとりま とめた もの であ ります。
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は じ め に

1
本 調査 報 告 書 は 身 体 障害 者 の情 報 処理 教 育 実 態調 査 と並 行 し,海 外 に お い て,

特 に 米 国 に お け る 身 体 障 害 者 の 情 報 処 理 教 育 が いか に 行 わ れ て い るか を把 握す

るた め 昭和58年11月14日 か ら2週 間 に わ た って米 国各 地 の 障害 者 施 設,リ

ハ ビ リ病 院 ,大 学 等 を訪 問 調査 し と りま とめ た もの で あ る。

こ こに本 調 査 活 動 を支援 して い た だ い た米 国 各 地 の 訪 問 先 機 関 の 各位,ま た

本 調 査 を予定 通 り円 滑 に実 施 す るた め に強 力 な援 助 をい ただ い た シ ャー プ㈱ 星

野 禎 男氏,米 国 ニ ュー ジ ャ ー ジ ー州 所 在 の シャ ー プ ・エ レク トロニ ク ス'コ ー

ポ レー シ ョ ン,ス テ ィー ブ下 村 氏 に対 し厚 く感謝 い た します 。
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序 論

1

e

わが国における身体障害者の就労 状況 は過去10年 間徐 々に増加 してい る。

これは文化度 の上昇,宮 窪 におけ る福祉 推進方策 と指導,身 体障害者 雇用促進

法の効果,国 際連合 に よる国際障害者年 の設定(1981年)と 民 間協力,等 々

の要因が あろ う。 しか し近 年のいわ ゆる低成長期において,公 共 予算 の停滞な

どの反対要因 も定着 しつ つあ り,前 途は楽観で きない。

一方,わ が国 をは じめ世界の産業 におけ る情報化は きわめて顕著 に進展 し,

情報処理産業が大 きな基盤 を形成 しつつ ある。 この 分野への身体障害者 の進 出

雇用増 大 をはか るこ とは重要 な課題 となってい る。 この ような意識感か ら特に

㈲ 日本情報処理開発 協会情 報処 理研修 センターが国内での調査研究活 動 を開始

したの は誠に有意義 なことであ る。

その一環 と して,身 体障 害者の リハ ビ リテーシ ョンに関 しての先進 国の事情

を情報処理関係者が実地 に視察 して,上 記国内活動 を促進す るの に資す ること

は極 めて重要であ り',昭 和58年11月 に機械工業振興資金 の援助 を受けて実施

す るこ とが で きた。

以下 本文 に述べ る ように,約2週 間 で多 くの施設 を訪問 し,情 報処理教育に

関連 した重要 な知見 を得 るこ とが で きた。わが国の 関係者の参考 となれ ば幸い

であ り,こ こに報告書 として とりま とめた次第である。
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1ELCAMINOCOLLEGE

ロス ア ンーゼル ス 市 内のELCAMINO短 期大 学 は,い わ ゆ る コ ミニ ュテ

ィカ レ ッジ と呼 ばれ,カ ル フォル ニ ア州 に あ る107校 の1つ で あ る。 コ ミニ

ュテ ィ カ レ ッジ107校 には,現 在120万 人 の学 生 が通 学 して い る。

ELCAMINO大 学 は 日本 で 云 う短 期 大 学 と専 修 学校 との性 格 を併せ 持 ち,

職 業 訓 練が 主 体 で あ り学生 の ニ ー ズに 合 った幅 広 い教 育 の機 会 を 提供 す る こ

と を 目的 と して お り,し たが っ て一 般教 育 のみ で な く職 業教 育等 に も力 を注

い で い る。

同 大学 は ス ペ イ ン風 の 明 るい 庭 とモ ダ ン な校 舎 か らな り,南 国 的 な感 じの

す る大 学 で あ る。 同大 学 は障 害 者 を受 入 れ 可 能 とする た め,た い へ ん な お金

をか け て,建 物 や 諸 設 備 を改 造 し,車 椅 子 の 障 害 者 で も,ど こで も利用 が可

能 と な ってい る。

我 々が訪 問 した コン ピ ュー タ プ ロ グ ラマ コース には 現 在10名 ほ どの 障 害

者 学 生が 通 学 して い る。

カル フォ ルニ ア州 で は 障 害 者 の教 育 は他 州 に比べ進ん でお り,障 害 者 の 授 業

料は無料で ある 。米国 で も障害 者 の 雇 用 は大 変 で あ り,1973年 の リハ ビ リテ

ー シ ョン法案 が 国 会 を通 過 後4年 を経 過 して,こ の リハ ビ リ法 案 を実 行 に移

す 法律,い わゆ る504法 案が 出来,障 害者 に対 す る あ らゆ る差 別 を禁 じた。

そ の 中で 障 害 者 を雇用 すれ ば,国 か ら補 助金 が 支給 され,又 雇 用 す る場 合 は,

そ の 障害 とな るべ き条 件 に対 し適 切 な据 置 を し なけれ ば な らな くな っ た。

例えば,聴 覚障害者 の先生 を雇用す る場合 ・ど う や っ て コ ミニ ュケ ー シ ョン を

図 る か が 問 題 と な っ た が,こ の 先 生 には,手 話通 訳 をつ け る こ とで 問題 が

解 決 した。 彼 は4人 の 聴 覚 障 害 者 に 対 し教 育 を してい る。 そ の 他 に 一般 の

学 生 に対 し,手 話 を教 え て い る。 この よ うに あ る人 の欠 点 が 長 所 とな る事が

あ り,問 題 は彼 の能 力 を いか に して 引 き出す か で あ る。 聴 覚 障 害 の先 生 が い

る事 が,他 の 聴 覚 障害 者 に対 し,勇 気 づ け,り っぱ に 職業 に つけ る とい う事

を証 明す る もの であ る。 そ の他 自動 車 修 理 コ ー スで は片腕 の な い人 が 先生 と

な っ てい る。
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しか し乍 ら障 害 者 の 雇用 は むず か しい。 多 くの仕 事 は 人 と人 との関 係 で成

り立 って お り,障 害 者 に とっ てマ イナ ス要 素 は 大 きい 。 例 え ば 銀行 の 窓 口業

務 や,セ ー ル ス関 係 の 仕 事 は 会 話 が 出来 なけ れ ば成 り立 た な い。

しか しコ ン ピ ュー タ 関係 の 仕 事 は,そ の点 障 害 者 に とっ て一 番 明 るい期 待

の持 てる職種 で あ る。 この 仕 事 は 一 般大 衆 と接 触 しな くと も良 く,能 力 次第

で立 派 に や りこ なす事 が 出来 る。 ロボ ッ ト等 の 出現 も,障 害 者 に とって マイ

ナ ス 条件 では な く,障 害 者が ロボ ッ トを使 って 新 しい 仕 事 に つ く事 が 可 能 と

なる。

障 害者 を職 に つ け させ る為 にお金 をつ か えば,福 祉 に まわ す 費 用に比 べ,

税 金 として還 元 され る の で,総 体 的 に はそ の 方 が社 会 も,障 害 者 もメ リッ ト

は大 きい。

調 査 が 行 わ れ て 職業 訓 練 に1ド ル 使 う事 は,障 害 者 が職 業 につ くことに よ

って5ド ル に な って 戻 っ て くる。

障 害 者 を 雇 用 す る側 は,そ の た め の保 険 料 が 高 くな る と か,欠 勤 が 多 い,

障害 者は 暗 い性 格 が 多 い,人 間関 係 が う ま くゆか な い等 の 不安 を持 つ が,現

実 にそ の よ うな 心配 が無 い こ とが,こ この 障害 者 の 卒業 生 を雇 用 して い る企

業 で表 明 して い る。

そ れ で は,障 害 者 を訓 練 す れば,必 ず 雇用 に結 び つ くとは 限 らない が,そ

れ は 一般 の 学 生 の 場 合 と同 じであ る。

1人 の障 害 者 が 職 につ く事 が 出来 な けれ ば,一 生 で は50万 ドル か か る と

い われ て い る。 職 業 訓練 に お 金 を使 う事 は結 果 的 に福 祉 の お金 を大幅 に 節約

す る事 が 出来 る の で ある。

▲
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。障 害 者学 生 との ミー テ ィ ン グ

我 々は 聴 覚 障 害 者,四 肢 マ ヒ者,視 覚 障害 者 等 何 らか の障 害 を持 つ学 生 に

意見を聞いた が2名 の学 生 が音 声 入 力 可能 の パ ソ コン を持 って い た り,企 業 か

ら寄 贈 して も ら って い る。

聴 覚障 害 者 には 手 話 の先 生 が つ い て,一 諸 に 授 業 を受 け る。
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学 生 達 との ミー テ ィン グ

コン ピュ ー タ専 門の 言 語 の 手 話 は 一 切 な く,必 要 な ら指文 字 で 充 分 可 能 で

あ る。

上 肢 障害 者 には 期 末 テ ス トは 時 間 制限 が ない 。コンピュー タを学ぶ 事 に よっ

て 職 業 的 自立 が 可 能 と な るか の質 問 に つ い て,補 助 具 を使 え ば この 仕 事 な ら

充 分や っ てゆ け るだ ろ う し,叉 社会 的 に もそ の よ うな実 現 が 可 能 で あ り,強

い意 思 を持 てば 職 業 的 自立 にっ い ての 明 るい 見 通 し を持 っ てい る 。

今後 の 障 害 者 自立 の 方 向につ い て は,障 害 者 自 らが 活動 に 加 わ る事 が 大 事

で,一 つ の 方 法 と して 積 極 的 な人 を見 つ け てそ の 人 を導 き成功 の モ デ ル を作

る事 に よ って,他 の 障 害 者 が は げ ま され てゆ く事 であ ると云 っ て い る。

以 下 にそ の概 要 を述 べ る こ とに す る。

エル ・カ ミノ大 学 に お け る教 育 は,11の 部 門(divisions)か ら構 成 され

(表1参 照),そ の 下 に,約850の コー ス そ して 約2,500の ク ラス が あ る。

更 に,エ ル ・カ ミノ大 学 は,50以 上 の職 業 訓練 プ ログ ラ ム(例 えば,デ ー

タ処 理 や 電 子工 学 な ど)を 備 え て お り,就 職や 転 職 の た めの 職 業 訓練 を行 っ

て い る。

入学 の 条 件 は,18才 以 上,も し'〈は 高 校卒業 及 び それ と 同程度 以 上 の 者
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また,カ リフォ ル ニア 在 住 の 学 生 は,授 業 料 が無 料 とな っ て

表1.エ ル ・ カ ミ ノ 大 学 に お け る11の 部 門

行動 ・社会科 学

ビ ジ ネ ス 教 育

啓 発 教 育

芸 術

外国語及 び応用技術

人 文 学

産 業 及 び 技 術

教 育 サ ー ビ ス

数 学及び物理学

自 然 科 学

体 育及び アス レテ ィクス

エル ・カ ミ ノ大 学 の カ リキ ュ ラムの 中で,情 報処 理 と深 く関 連 す る もの に

は,コ ン ピュー タ ・サ イ エ ンス(ComputbrScience),デ ー タ処理

(DataProcessing)及 び電 子 工 学(Electronics)な どが あ る。 これ

らの具 体的 な 内容 例 を表2,表3に 示 す。

。エル ・カ ミノ大 学 に おけ る身 障 者 教 育

エ ル ・カ ミノ大 学 にお い ては,身 障者 に も平 等 に教 育の 機 会 を与 え るた

めに,以 下 の点 を満 たす べ く,コ ー ス や プ ロ グラ ムの 変 更 が試 み られて い

る。

(1)身 体 障 害 の ため に,コ ース を受 講 で きない とい った こ とが ない こ と。

(2)移 動 が 不 自 由 な学 生 が 出 席で きる よ うに,ク ラス ル ー ム を考 慮す る こ

と。

(3)身 障者 の た め に,場 合 に よって は,必 修 コ ー ス が変 更 され る こ と。
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(4)必 要 な場 合 に は,テ ス トや 評価 方 法 が変 更 され る こ と。

身 障 者の 補 助 の た め に,障 害学 生 セ ン ター(TheDisabledStudents

Center)が 設 置 され てお り,ま た,リ ハ ビ リテ ー シ ョンの カ ウ ンセ リン グ

も利 用 で きる よ うに な ってい る。

エ ル ・カ ミノ大 学 に 入 学 を希 望 す る 身障者 は,以 下 の 入 学 条 件 を満 た す

必 要 が あ る。

(1)キ ャ ンパ ス 内 の諸 施 設 を,独 力 で も し くは付 き添 い 人 の 補 助 を得 て,

移 動 す る 能力 を有 す る こ と。

(2)個 人 的 な諸 用事 を,同 様 に,独 力又 は付 き添 い 入 を伴 な っ て,処 置 で

きる こ と。

(3)全 学 期 中,通 学 で き るだ けの 健 康 状 態 を有 す る こ と。

専 任 の 付 き添 い人 が 必要 な場合 は,各 自が その付 き添 い 入 を用 意 しな け

れ ば な らな い。 ま た,身 障者 で ある ことの 医学的 な 証 明書 を,障 害学 生 セ

ン ターに 提 出 す る と,様 々の サ ポ ー ト・サ ー ビス を受 け る こ とが で き る。

これ らの具 体 的 内容 を表4に 示 す。

エル ・カ ミノ大 学 で は,身 障 者 の た め特殊 教 育(SpecialEducation)

の カ リキ ュラ ム を備 え て お り(表5参 照),特 殊 クラ ス を編 成 して,身 障

者 の 職 業 訓 練 を行 っ て い る。 ま た,こ の特 殊 ク ラス に お い ては,極 細 や

か な教 育 を 行 うた め に,定 員 を16名 に お さえ る等 の 配 慮 が な され て い

る。

■
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表2.コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス の カ リ キ ュ ラ ム

パ ス カ ル(PASCAL)に よ る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ン グ

フ ォ ー ト ラ ン(FORTRAN)に よ る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ン グ

ア セ ン ブ リ言 語 に よ る プ ロ グ ラ ミ ン グ

プ ロ グ ラ ミ ン グ の 概 念
■

ω

②

㈲

ω

㈲

⑥

⑦

⑧

⑨

oo

ω

⑫

03

⑭

表3.デ ー タ 処 理 の カ リ キ ュ ラ ム

デ ー タ 処 理 及 び コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 入 門

コ ボ ル(COBOL)プ ロ グ ラ ミ ン グ

ベ ー シ ッ ク(BASIC)に よ る プ ロ グ ラ ミ ン グ

コ ン ピ ュ ー タ や ワ ー ドプ ロ セ ッ サ の 選 定 と 契 約

コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョ ン

上 級 コ ボ ル ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ

ア セ ン ブ リIBM360/370/4331プ ロ グ ラ ミ ン グ

RPG(レ ポ ー ト プ ロ グ ラ ム ジ ェ ネ レ ー タ)プ ロ グ ラ ミ ン グ

フ ォ ー ト ラ ン プ ロ グ ラ ミ ン グ

シ ス テ ム 開 発 と 解 析

上 級 デ ー タ 処 理 概 念

デ ー タ 処 理 特 論

協 同 職 業 教 育

デ ー タ 処 理 の 特 別 研 究

'

●

●
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表4身 障 者 の た め の 特 別 サ ー ビ ス 及 び 備 品

点 字 翻 訳

カ ウ ン セ リ ン グ 及 び ア ドバ イ ス

エ レ ベ ー タ キ イ(ElevatorKeys)の 貸 出

聴 覚 障 害 者 の た め の 通 訳

移 動 補 助

ノ ー ト 筆 記

優 先 登 録

ピ ァ ・ カ ウ ン セ ラ(PeerCounselors)

特 別 駐 車 許 可

病 欠 中 の 連 絡 サ ー ビ ス

教 科 書 の 録 音

自 動 ペ ー ジ タ ー ナ ー(AutomaticPageTurner)

点 字 図 書 館

カ セ ッ トテ ー プ レ コ ー ダ

IBM電 気 式 タ イ プ ラ イ タ

イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 拡 大 鏡(1川uminatedMagnifiers)

ラ ー ジ プ リ ン トタ イ プ ラ イ タ(LargePrintTypewriter)

手 動 車 い す

パ ー キ ン ス(Perkins)点 字 機

ト・一 キ ン グ ブ ッ ク(TalkingBooks)

トー キ ン グ カ ル キ ュ レ 一 夕(TalkingCalculator)

サ ー モ フ ォ ー ム(Thermoform)

速 度 可 変 の テ ー プ レ コ ー ダ

ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ

ビ デ オ カ メ ラ を 用 い て 印 刷 物 をTVス ク リ ー ン 上 に 拡 大 す る シ ス テ ム

(Visualtek)
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表5特 殊教 育の カ リキュ ラム

聴覚 障害者 のた めの英語入門(英 語 を話せ ない学生が対象)

聴 覚障 害者のた めの文法技 術

聴覚 障害者 のための リーデ ィング及び作文技術

数 学

身体障害 の概説

身体障 害者 のための職業訓練

身体障害者のためのパー ソナルアセス メン ト(PersonalAssessment)

性 と 身 体 障 害

啓発 的 リーデ ィン グと基本技 能

学習効 率の評価 と向上

学習意欲の向上

聴覚障 害者 のため の機 能的 な手話

話

し

参 考 文 献

(1)ELCAMINOCOLLEGECATALOG1983-1984

(2)DISABLEDSTUDENTSPROGRAM

(SERVICESANDPROGRAMFORPHYSICALLY

DISABLEDANDVISUALLYIMPAIREDSTUDENTS)

(3)EDUCATIONALDIAGNOSTICCENTER

(4)SPECIALEDUCATION2

(CAREERPREPARATIONFORTHEDISABLED).

(5)HERITAGEANDLEGACYOFELCAMINOCOLLEGE

(6)INSTRUCTOR'SGUIDETOBETTERUNDERSTANDING

OFSTUDENTSWITHDISABILITIES り
(7)CAREERSFORTHE80S

(AGUIDETOOCCUPATIONALPROGRAMS.)
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2W・.C.1.L

WestsideCommunityforIndependentLiving.Inc.(自 立 生 活 セ

ン ター)

WCILは1976年 に設 立 され,今 迄 に1万 人 以 上 の人 が ここの訓 練 や生

活 相談,カ ウ ンセ リン グ等 に 利用 され た 。

WCILの 方 針 は 障 害者 自 らが,ど う生 きた い か とい う希望 に 対 し手助 け

をす る事 が 目的で,例 えば 職 業教 育以 前 の 食事 を と る こと,着 替 え をす る事,

風 呂に 自分 で入 れ る よ うに す る等,又 カ リフ ォル ニア では 障害 者 の住居 を見

つ け る事 が大 変 なの でそ のお 世 話 を す る。 更 に 障害 者 が政 府 よ り補 助 金 を受

け る為 の 書 類 作 りの 代 行 等 であ る。

そ の他障害者及び家族 の個 人 的相 談 を受 け て い る。 従 っ てWCILは 自立生 活

を助 け る こ とが 主 目的 で 設立 され,そ の 後 コ ン ピ ュー タ トレー ニ ングの よ う

な職 業訓 練 を手 がけ る よ うに な った。 自立 生 活 セ ン ター とは リハ ビ リテ ー シ

ョン法 成立 後ホ ワ イ トハ ウス会 議 等 を経 て1978年 一 部 改 正 され 「発 達 障害

者 へ の 包 括 サ ー ビス 」が加え られ,就 労 可 能 な 人 は もち ろん,就 労の 見 込み

が ない人 を も含 め て,地 域 での 自立 生 活 を営 め る よ うに す るための 包括 的 な

援 助 を行 う こ と を法 的 に位 置ず け た組 織 で ある。

設 立 資金,運 営 費の 大部 分 は州 政府 か ら出 資 され,そ の他 企 業や個 人 の 寄

附金 で まか なわ れ てい る。

自立 生 活 セ ン ターの 設立 につ い ては,カ リフ ォ ル ニア州 の バ ー ク レーに あ

る重 度肢 体 不 自 由者 と全 盲 の 人 との グル ー プが 従来 か らの行 政 機 関 の 身 障 者

に 対 す るサ ー ビスの 不 満 か ら,行 政 サー ビス の 範 囲 を越 え る身障 者の サ ー ビ

ス を して くれ る機 関 の 設 立 を要 望 し,政 府,州 が 注 目 し,調 査委 員会 が作 ら

れ た。

当初 こ の委 員 会 で は そ の よ うな特 別 なサ ー ビス機 関 は従 来 の 行 政 サー ビス

で充 分 で あ る との思 惑 で あ っ た よ うで あ るが,調 査 が進 む に つれ 生 活 に基 本

的 な援助 を 必要 とす る 入 に対 しさ ま ざ ま な サ ー ビス をす る機 関 が ど う して も

必要 との 結 論が 出 て,自 立 生 活 セ ンタ ー が法 的 に認 め られ,現 在 全米 に 作 ら
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れ つ つ あ る 。 こ こ のWCILは カ リ フ ォ ル ニ ア で は 最 大 の 自 立 生 活 セ ン タ ー

で あ る 。

職 業 ト レ ー ニ ン グ と し て の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ マ の 養 成 はIBMの 援

助 で 始 め た 国 内26ケ 所 の 訓 練 セ ン タ ー の 一 つ で1981年 よ り ノ ー ス ロ ッ プ

大 学 の 分 校 の 校 舎 の 一 教 室 を 借 りて 実 施 して い る 。

。WCILComputerTrainingProject

こ こ で は 主 と し て ビ ジ ネ ス 初 級 向 け プ ロ グ ラ マ の 養 成 を 行 っ て い る 。

ト レ ー ニ ン グ 期 間 は9ケ 月 で 月 旺 ～ 金 旺 で1日5時 間,週25時 間 で あ る 。

そ の 他 ホ ー ム ワ ー ク を 行 う 。

ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ は ノ ー ス ロ ッ プ 会 社(NorthropCorporation)のIBM

大 型 コ ン ピ ュ ー タ を 使 い,こ こ は 端 末 だ け で あ る 。

≧

●

,
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WCIIL

COMPUTER

TRAINING

PROJECT

llll酬lllll酬伽lllll酬lllllll‖‖lllll

``ExpandingAccessTo

ComputerCar㏄rsFor

PeoρlewithDisabili6es"

WCILコ ン ピ ュ ー タ ・ ト レ ー ニ ン グ ・ プ ロ ジ ェ ク ト
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トレーニングは主 と してCOBOL言 語 を教 え てい る。 そ の 理 由は 具 体 的 に は

雇 用機 会 の 多 い大 企 業 の コ ン ピ ュー タ部 門 に就 労 させ る事 に 標 準 を置 い て い

る為 で あ る。

しか し昨 年 は パ ソ コン の プ ログ ラ ム作 成 を企 業 と契 約 して 実 施 した。 学 生

は 自室 に もパ ソ コン を置 き,大 型,小 型 コ ン ピュ ー タを問 わ ず 仕 事 が 出来 る

よ うに す すめ て い る。

運営 資金 は 政府,州,及 び 企業,値 入 の寄 附 に よっ て賄 わ れ るが,学 生 は

原 則 と して 授業 料 を払 う。 しか し人 に よって は 訓 練 終 了 後企 業 に 就 職 して か

ら払 う場合 もあ る。

入 学 の 基 準 は,

1)学 歴,高 校卒(
.大卒 で あれ ば 尚可)

2)適 性 テ ス ト,労 力 テ ス ト

3)意 欲

で あ る が総 合 的に は プ ・グ・マと しての能力的可能猷 あ り,他 の人 ・と

コ ミニ ュケ ー シ ョンが とれ るか ど うか で判 定 され る。 人 員 は 年 間15名 程 度

で あ る。

雇用 に 関 し,多 くの 企業 は 実 際 に仕 事が 出 来 る か不 安 を持 つ 事 が あ る。 そ

の ような場合企業側 の人 々を招 待 し,実 際に 訓 練 内容 を見 て も ら う ように して

い る。

■
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コ ン ピ ュ ー タ ト レ ー ニ ン グ 授 業 風 景

●

コ ン ピ ェ ー タ ト レ ー ニ ン グ 用 端 末
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ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タIBM3081

端 末IBM3277RemoteTerminals

協 賛 会 社 関 係 機 関

ARCO

AveryInternational

CaliforniaStateDeptofRehabilitation

ComputerSciencesCorrporation

Denny'・R
,・・t・u・ant

FirstInterstateServicesCompany

G。ttyOild。mpany

HewlettPackard

IBM

Infodetics,Inc・

KaiserPermanente

LosAngelesCity

LosAngelesCounty

NorthropCorporation

NissanMotorCorporation,InUSA

Prudential-BachSecurities,Inc

RalphasGroceryCompany

SecurityPacificNationalBank

SouthernCaliforniaEdisonCompany

SouthernCaliforniaGasC㎝pany

TRW,Inc.

TEXACO,Inc. ・
WarnerBrothers

Xerox.
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。訪 問 所 見

1968年 連 邦 資金 に よる財 政 的援 助 を受 け た特 定建 造 物 が 障 害 者 の 出 入 り

を可能 とす る よ う義 務 づ け た 法 律 が 成 立 し,更 に1974年 の リハ ビ リテ ー

シ ョ ン法 の修 正,1977年504項 施 行 で民 間 の建 物 に つ い て も,建 築,輸 送

上 の 障 壁 を と り除 く為 の 建 築基 準 法 が 作 られ,車 椅子 等 の 障 害 者 が 就労 す る

職場 が 広 が った。

そ の 為標 準 サ イズの エ レベ ー タ も必 ず車 椅子 が 入れ る よ うに な っ た。 もち

ろん そ の 費 用 につ き免 税 据置 等 が と られ て い る。

全盲の 視 覚 障 害者 につ い て もオ プ タ コン を使い コン ピ ュー タ関係 の 仕事 に

っ く事 は 充 分 可 能 だ との 事 で,あ る 会 社 で は3名 もの全 盲 プ ログ ラマが活 躍

して い る事 を 聞 いた 。

しか し乍 ら言語 障 害,上 肢 ア テ トーゼ の あ る脳性 マ ヒ者 につ い て は 最 も就

職が む ず か しい との事 で あ った。
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3T.1。R.R(TexasInstituteforRehabilitationandResearch)

米 国 南 部 テ キ サス 州 南 東 部 の商 工 都 市 で宇 宙 基 地 ステ ー シ ョンで有 名 な ヒ

ュース トン 市 内に あ る総 合 的 リハ ビ リテ ー シ ョン病 院 であ る。

こ こでは 通 常の 病 院 治 療 の 他 脊 損 患 者 の 為の リハ ビ リテ ー シ ョン と して の

生活 訓練 や職 業 前 教 育,車 の 運転 訓 練 等 を行 って い る。

TIRRは 当初 一 般 病 院 と して ス タ ー ト した が1950年 ウィ リアム ・スペ ン

サ ー 氏が 病 院 長 に就 任 後1952年 ポ リオ セ ンタ ー開 設。1954年 リハ ビ リ病

院 と して 施 設 を作 りは じめ た。

本 格 的TIRRの リハ ビ リ施設 は1959年 地 元 財 界 の 有 力 者MAア ンダ ー

ソン氏 の財 政的 援 助 を受 け て発 足 して い る。

この 頃 よ り,市 の税 金 を活 用 す るた め リハ ビ リ治 療 を終 え た 身 障 者 を職 員

と し て,又 トレー ナー と して 雇 用 をは じめ た。 したが って こ こで は 病 院 の 職

員 と して多 くの 障 害者 が 働 い てい る。

こ この トレー ニ ングは 肉体 的 訓練 の 為 の トレ ーニ ン グぱ か りで はな く,心

理 的 トレー ニ ン グ(EmotionalTraining)も 重 視 して い る。 何 故 な ら

障 害 者 とな った 入 の心 理 的 挫 折 感 を 訓練 に よって,少 しで も回復 し,肉 体 的

トレー ニ ン グ と共 に患 者 に 生 きる喜 び を与 え よ うとす る もの で あ る。

車 や スポ ー ツの事 故 で脊 損 障害 者 と な った 者 に対 し心理 的 トレ ー ニ ン グの

重要 性 を強 調 して い る。

尚,患 者 の リハ ビ リに 関す る個 々の トレー ニ ン グス ケ ジ ュール は コン ピ ュ

ー タに よっ て 作 られ て いる。

パ ソコ ンに よる トレー ニ ン グ

車 や スポ ー ツ の事 故 の た め 脊損 障 害 者 とな った入 の 為 に トレー ニ ン グの 前

段 階 として パ ソ コ ンの ゲー ム をや らせ て興味 を持 たせ てい る。

脊 損 障害 者 にパ ソコ ンを使 って トレー ニ ング を行 う 目的 は,車 の運 転 とか

肉体 的労 働 を して いた 入 で も今 後 は どうしても静的 な仕 事 に つ か なけ れ ば な ら

ない 為 で,パ ソコンゲームに よっ て,ま ず パ ソコ ンそ の もの に興 味 を持 たせ,

更 に反 射 神 経等 の 感 覚 トレ ー ニ ングに 活 用 を して いる。
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背損 傷 障 害 者 に 対す る

パ ソ コン に よる トレー ニ ング

背損 傷 障 害 者 に 対 す る

パ ソ コ ンに よる トレー ニ ン グ
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デ ィ ス プ レ イ

(ソ ニ ー 製)

1

本 体

APPIE皿

プ リ ン タ
ー

エプ ソン製

τ
〔

1
0

ツ ヒ イ

キ ー ボ ー ド

○
ジ ョ イ

C-1レ ベ ル(首 の 損 傷)

例)ジ ョイスティック を使 っ てス ピー ド感 を見 る

患 者 に簡 単 な画 面 を見 さ せ,消 去 後復 元 させ てみ る

プ ロ グラ ム名(BRACYPROGRAM)

ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク

重 度 障 害者 の プ ログ ラマ

病 院内 の オ フ ィス でMr.DonRossiと い う重 度 障 害 の プ ロ グ ラ マ を紹

介 され た。

彼○ イス≒ 宍 ス大学 を撲 後 ・BM社 に プ・グラマとして15年

嘩 勃 ア雄 琴 いた・

現在の仕事は病晦 の研究データ嚇 計処理のプ・グ・ム開発及び障害者

訓や めの トレー㌃ であ る1
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ドン ・ロ ッシ氏 と共 に

彼 は人 工呼 吸 器 を腹 につ け,車 椅 子 で右 手 の 指2本 しか使 え ない。 それ で

も端 末 機 を使 っ てプ ログ ラ ム を組 ん で い る とい う。

その 他 彼の 作 業机 の 上 に は は め込 み 式 電卓(シ ャープ製)が あ り,簡 単 な計

算 用 に使 わ れ て い る。

10年 前 よ り障 害 者 の ため に教 育 トレー ナ ー と して30人 を教 育 し,15人

を プ ログ ラマ と して病 院,銀 行,石 油 会 社 等 に 就 職 させ た 。 彼 の 障 害者 教 育

に関 す る希望 は,現 在 の パ ソコ ンは テ ー プや フ ロ ッ ピ ィの 出 し入 れ がむ つか

しい 。 又 日常 生 活 面 で ドア ー,ス イ ッチ等 を マ イ ク ロプ ロセ ッサ で コ ン トロ

ール した り,障 害 者 は ドキ ュメ ン ト等 の資 料 を見 る毎 に 頁 をめ くる の に不 自

由 で あ り,コ ン ピ ュー タの メモ リー に全 部 入 れ てお い て必 要 な と き読 み書 き

出来 る よ うに したい 事,現 在 す で に 主 メモ リー が1メ ガ バ イ トの もの や,出

力の 音 声 が 可 能 で あ り,デ ィス プ レ イ画 面 も指 で オ ペ レー ト出来 るの で,そ

れ らの 実 現 の 可 能 性 は 高い 筈 で あ り,障 害 者 が コ ン ピ ュー タを利 用 出来 る範

囲 が広 くな る事 に希 望 を持 っ てい る。

。 リハ ビ リ トレー ニ ン グス クール

我 々 は12名 ほ どの リハ ビ リを終 え 職 業 教 育 に入 る段階 の トレー ニ ン グを
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見学 した。

それ は女性の トレーナーに よって訓練 を受け,そ の結果 の体験発表 で1人

1人 が今迄の訓練 して来た体験 を全員の前で発表するもの で,こ れ も先 に述べ

た心理的 トレーニングの重要性 を意味する もの である。

今迄 自分の受けた トレー ニ ングは今 後の 自分の人生 にい かに大事であ った

か熱意をこめて発表す る姿 は印象的であった。

杓

■

。所 見

病 院の職 員 として多 くの障害者 が働いている。 これには スペンサー病 院長

の方 針で 「いか なる障 害者で あっても必ずそ の人 を活用 する道 がある。その

残 された機能をいか に生か して彼等 の生 きが い を見つけてゆ く事 が我 々の最

大の任務 である 」と。

従 ってMR.DONROSSIの ような 日本ではとて も考 え られ ないほ どの重

度の障害者 であって も,立 派に職務 を果 してい るの を見 て深 く考えさせ られ

る ものがあ った。
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4W.W.R.C(WoodrowWilsonRehabilitationCenter)

ワシン トンか ら車 で4時 間 もかか る小 さ な田 舎 町 フィ シ ャー ズ ビル のWWRC

を訪 問 した。

こ こは1947年 州立 の傷 病 軍人 の 為 の 病 院 と して 開設 され,現 在 は 総 合 リ

ハ ビ リテー シ ョ ン病 院 と して500人 以 上 の 人 が 職 業的 トレーニ ング を含 む リ

ハ ビ リテ ー シ ョ'ンを行 って い る。

入 所 に 当 っ ては どの よ う な職 業 訓 練 が 良 いか,身 体 検査 や 心 理 的 審 査 を経

て訓 練 が 可 能 か,又 働 く意欲 が あ るか 相 談 を受 け る事 に な っ て い る。 ここで

は 医 療 だ け 終 え て 元 の職 場 に戻 る人 と医療 と訓 練 の 両 方 を 目的 と した入 と二

通 りの人 がい る。 入 所 に 当 って はそ れ ぞ れ の 訓練 の プ ログ ラム を理 解 し,各

個 人 に 自分 が どの よ うな訓 練 を す る の か を 充 分 理 解 を させ る よ う に して

レ、る。

又 医 療 の研 究 成果 を と り入 れ る プ ログ ラ ム もあ り,そ の 他 会 話 の異 常 を直

す 装 置 や,外 科 の 医療 器具 等研 究 室 と して も充 分 と との って い る。

入 所生 は 病 院 と して 認定 され て い るか ら保険 か ら医療 費支 払 も可 能 で あ る。

又 こ こで は レ ク リエ ー シ ョンに も力 を入 れ て い る。 それ は 医療 の一 部 と し

て考 え て い る。

例 えば人 工 腕 を使 っ てつ りを した り,車 椅 子 を使 っ た ス ポ ー ツ(バ ス ケ ッ

トボ ール,ボ ー リング)を 奨 励 して い る。

車 椅 子 の使 え る特 別 の バ ス を所 有 し,ピ クニ ックや スポ ー ツ施 設 も整 って

い る。

こ の病 院は 病 人の 為 で は な く,身 障 者 の 施 設 で あ るの で病 気 に な っ た場 合

は 病 気 治療 専 門 の 病院 に 行 く事 にな っ てい る。

現 在 入所 生 は500名 前 後 で通 勤 者 は80名 程 度 で あ る。

総 合的 リハ ビ リ機 関 は 全 米 で8ケ 所 しか な く特 に 東 部が 多い。 こ こで の 入

所 に 当 っ ては年 令15才 以 上 な ら誰 で も良 く,原 則 と して 中学,高 校 卒 以上

であ るが,中 学,高 校 の 勉強 につ い て ゆ け な い障害 者 で も熔接 の 技 術 を学 ぶ

こ とが 出来 る。
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●

ウ ッ ド ロ ー ・ ウ ィ ル ソ ン ・ リ ハ ビ リ テ イ シ ョ ン ・セ ン タ ー

■

{

校舎の一部
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現 在 の 職 業 トレーニ ン グの 目的 は19種 類 で あ る。

自動 車 修 理,裁 縫,木 工,補 装 具 組 立,電 子 部 品組 立,電 気 配 線,テ レ

ビ ラジオ 修 理,熔 接 設 計,事 務,コ ン ピ ュー タ プ ロ グ ラム,ク ッキ ング,

看 護 婦 補 助,建 築,ホ ーム ケ ア 等 でそれ ぞ れ200位 の 企業 と実 務訓 練 に 関

し,つ なが りを持 っ て い る。

訓 練 終 了 後企 業 へ 就 職 して60日 間 は連 絡 を保 つ よ うに して い る。 も し

問 題 が 生 じた ら,ビ ジネ ス コ ミニ ュテ ィの諮 問 会 に相談 した り,あ るい は

同窓会 員 等 に相 談 す る よ うに して い る。 尚 ここ の トレー ニ ン グ 終了 生 の8

割 が 企 業 に就 職 して い る。

oコ ン ピ ュー タ ト レー ニ ング につ いて

1972年IBMの 職 員 が 事 故 で 四肢 麻 痺 とな りこ こへ 来 て訓 練 の プ ロジ

ェ ク トが 初 ま った。1973年IBM社 が この訓 練 を と りあ げ,同 時 に国の

助 成 金 が 出 る ように な った為,そ の 後 コン ピ ュ ー タ トレー ニ ングは 全 米 に

広 が っ て い った。

ここの コン ピ ュ「 タ トシー ニ ングの 成功 の原 因 は 産業 界 の専 門家 と リハ

ビ リの専 門 家 が お互 に協 力 して い るか らで あ る。 産 業 界か らの専 門 家 に よ

り実 際 の実 務 に役 立 つ よ うな正 しい コン ピ ュー タの使 い 方 を ア ドバ イス し

て い る。 産 業 界 と して も訓 練 終 了生 が企 業 に入 って す ぐ に役 に 立 つか ど う

か 非 常 に興 味 を持 っ て,と き ど き 訪 問 してい る。
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使用 されて い る教材

訓 練 費 用 につ いて は,本 人 の負 担,会 社 の負 担,公 費 よ りと さ ま ざま であ

る。

プ ログ ラ ム言 語 はCOBOL,RPG皿 を主 体 と して い る。 そ の 理 由は 企 業

に就 職 した 場合 す ぐに 役 立 つか らで あ る。 しか し最近 パ ソ コン のBASICを

少 しつつ 教 え る よ うに して い る。

ホ ス トコン ピ ュー タは リ ッ チモ ン ド市 の中 央 政 府 のIBM3033型 を リモ

ー トター ミナル と して 使 っ て い る
。 現 在 は タ ー ミナ ル機 能 の端 末 で ある が 今

後はパ ソ コ ンに端 末 機 能 を持 つ もの を使 う予定 で あ る。

尚訓練 終 了 後の 平 均 初 任 給 は15,000ド ル 位 で あ る。

。 所 感

1974年 よ りすで に100名 以 上 の終 了 生 が 出 て お り1982年 には6名 の 訓

練 生 全員 が 就 職 して い る。 今 年 度 は9名 が トレー ニ ング を受 け て い る。

こ こで は障 害 者 が 使 いや す い よ うに い くつ か の機 器 の 改 造 が 行 わ れ て お り,

例 えば プ リン タ 出 力帳 票 の デ バ ッギ ン グを行 う為 前 後に紙 を回転 させ る よう

に して あ った り,脳 性 マ ヒ者 の 為 に フ ローチ ャー トが書 け る よ う図 型 を固定

出来 る よ うに して い た り,タ イ プ ラ イ タ の プ ラ テ ン部 分が ゆ っ く り電 動 で

前 後 に動 くよ うに して いた り,特 に大 が か りな装 置 は 無 い が か な り工 夫,改
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脳 性 マ ヒ者 の た めの

フ ロー チ ャ ー ト作 成 補 助 具

、

デ バ ッギ ン グ の 補 助 具

(ワ ン タ ッチで 用紙 が 前後 に動 く)
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善 が行われてい た。

我 々が見学 中には プ リンタ出力 を拡 大鏡の装置 でデ バ ッギ ングを行 ってい

た障害者 もあった。 障害 の程度 は さま ざまで あったが皆 とて も明 る く,熱 心

に端末操 作 を行 って いた姿 が印象的 であった。

視覚障害 者(弱 視)の ための

拡大鏡 に よるデバ ッギング
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5NTID国 立 聾 工 科 大 学(ロ チ ェス ター 工科 大 学)

(NationalTechnicalInstitutefortheDeaf)'

二 一 ヨ ー クか ら飛 行 機 で1時 間程 の ナ イ ヤ ガ ラ爆 布 の 近 くロチ ェス ター市

の 国 立 聾 工 科 大 学 を訪 問 した 。

この 大 学は 聴 覚 障 害 者 に 適 した 職 業 技 術 に関 す る短 大 レベ ルの 教 育 を行 っ

てお り,1965年 設立 され た。

在 学 生 数 は850名 程 で2年 の短 大課 程 を終 了 し優 秀 な学 生 は ロチ ェス ター

工 科 大 学 に編 入 が 出来 る。

この 大 学 の すべ て の ス タ ッ フは聴 覚 障 害 者 と コ ミュニ ケ ー シ ョンが とれ る。

コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 方 法 は 日読 と手 話 と ボ デ ィー ラ ン ゲ ー ジが あ るが,こ

こで は 中間 的 な や り方 を と り,声 を出 して コ ミュ ニ ケ ー シ ョン をと る訓練 を

して い る。

「

㌘ ノ

ぽ㌻

懸麟
ロチ ェス ター工 科 大学 全 景
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学科 は5学 科 あ る。

1)事 務 学科(事 務 専 攻,コ ン ピ ュ ー タ専 攻)

2)工 学 技術 学 科(建 築,製 図,電 子)

3)技 術 科 学 学科(医 療技 術,光 学 工 作 技術)

4)美 術 学 科

5)視 覚 コ ミュニ ケ ー シ ョン技 術 学 科(印 刷,写 真 メデ ィア生 産 専攻)

コ ン ピ ュー タ専攻 課 程 は コン ピ ュー タサイ エ ンス では な く応 用 が 中心 で,

会計,マ ーケ ッテ ィ ン グ,イ ンベ ン トリー,販 売 ビ ジネ ス の4チ ー ムで あ る。

こ こで は お も しろい 教 育法 が あ る。 そ れ は先 生 の他 に トラ ンス レー タ が い る。

学 生 は 先 生 の講 義 を理 解 す る事 に集 中す るの で ノ ー トを と らな い。 学校 の サ

ー ビス と して ノ ー トテ ー クサ ー ビス ス タ ッフが講 義 内容 を ノ ー トに と り学 生

に渡 して い る。 現在 コ ン ピ ュー タ専 攻 課 程 で は60人 の学 生 が 学ん で い る。

非 常 に 優 秀 な人 は ハ イ ス クー ル か ら直接 ロチ エス ター 工 科 大 学 に入 れ るが

人 数 は非 常 に少 ない 。 従 って大 部 分 の 学 生 は まず 短 大 レベ ルの この学 校 に入

って いる。

短 大 資 格 の単 位 の とれ ない 学 生 は サ ー テ ィフ ィケ ー ト課 程又 は 職 業 訓練 コ

ー ス 終 了証 明書 を 出 してい る。

卒業 後地 域 的 にわ が ま ま をい わ な け れ ばハ ンデ ィキ ャ ッ プの あ る 人 を優 先

雇 用 の 制 度 が あ るた め ほ とん ど就 職 が 出 来 る。 就 職 先 はIBM社,ゼ ロックス,

ITT等 の大 企 業 が 多 い。 大 企 業 は職 場 内 に サポ ー ト出 来 る人 もい て プ ログ

ラ マと して 働 きやす い。

プ ログ ラマ と して適 性 の ない 人 は オ ペ レー タ とか ラ イ ブ ラ リア ンの仕 事 に

つ い てい る。 又 この大 学 に は コ ミュニ ケ ー シ ョンデ パ ー トが あ り健 聴 者 と一

緒 に働 く課程 が あ る。(現 場 実 習 制 度)入 学 資格 は ハ イ ス クー ル卒 業 生 で・

両 耳 で70dB以 上 の 聴 力 損失 が あ り,特 別 な サ ー ビス の必 要 な人,そ して

ハ イス クール の成 績,リ ハ ビ リ専 門 官 の記 録 を参 考 に入 試委 員会 が 合 否 を定

め る。

実 習用 の コ ン ピュ ー タIBM4331を ホス トと して端 末 機 を使 って デ バ ッ
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ギングを行 っている。

。 所 見

広 い 敷 地 に建 物 も立 派 で,設 備 も良 く聴覚障害者 に とってあらゆる条件

が整え られ,専 門的教 育が受け られてい る状況を見て,つ くづ くわが国の障

害者に対 する教育の遅 れを痛感させ られた。
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6BIPEDCorporation

BIPEDは,BusinessInformationProcessingEducation

fortheDisabledの 頭 文 字 を 取 っ た も の で,そ の 名 称 が 示 す よ う に,身

体 障 害 者 に 情 報 処 理 教 育 を 行 い 一 般 企 業 に 就 労 さ せ る こ と を 目 的 と し た

非 営 利 企 業 で あ る 。 又,BIPEDは 「 身 体 障 害 者 の 能 力 を 認 め,身 体 障 害 者

,

●

を,福 祉 とい う名の単 に税金 を消 費す るだけの立場か ら,彼 らを積 極的 に教

育 ・訓練 し,税 金 を納 め る側 に回 す 」とい う機能 をはたす 民間ベースの試験

的機関 でもある。

BIPEDCORP.(左 端MR.JOSEPHPLAMAINE)

BIPEDは ニ ュ ー ヨ ー ク 市 内 よ り車 で 約30分 の コ ネ チ カ ッ ト州(Connec-

ticut),ス タ ン フ ォ ー ド(Stamford)の 既 存 す る 身 障,老 入 施 設 で あ る,

EasterSealRehabilitationCenterの 一 角 に あ る 。 こ の リハ ビ リ テ ー シ

ョ ン セ ン タ ー と は,組 織 上 何 ん の 関 係 も な く,た だ 場 所 を 借 り て い る だ け で

あ る 。
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そ こで 我 々は教 育訓 練 の 責任 者 で あ るJOSEPHPLAMAINE氏 よ

り説 明 を受 け た。

BIPEDは 政 府 機 関 か らは一 切 の 資 金 を受け てい ない。 運 営 資 金(場 所 を

借 りる こ とか らコ ン ピ ュー タ,机 に至 る まで),教 育 カ リキ ュ ラム の 選択,

印刷 費 な ど全て 協 力 企 業 か らの 資金 や寄付 で まか な わ れ て お り訓 練 内容 もあ

くまで も実務 に す ぐに役 立 つ よ うな プ ログ ラム とな って い る。

政 府 資 金 を受 け 入 れ な い理 由 は,身 体 障害 者教 育 が 国 の 政 策 に 左 右 され な

い ように す る ため で あ る。 政 府 資金 は,政 策 変 更 に よって 何 時 打 切 られ るか

予測 が で きな い。 も し資 金 が打 切 られた 場 合(国 の予 算 が つ か な か った 場 合),

そ れに た よ ってい る機 関 は そ こで つ ぶれ て しま う。 身 体 障 害 者 教 育 は長 い期

間に わ た って続 け る必 要 が あ るの で,こ の よう な危 険 を さけ る ため に民 間 ベ

ースで 資 金 を集 め て い る。

BIPEDは,協 力 して くれ る企 業 と契 約 を結 び,資 金 援 助 を 受 け る と と も

に,教 育 終 了者 を優 先 的 に協 力企 業 に 就 職 させ る。 協 力企 業 は,BIPED運

営 委 員 と して,直 接 運 営 に 関 して 発 言 権 を持 っ て いる。 協 力 企 業 の集 ま りで

あ る運 営 委 員会 の 主 な任 務 は,BIPEDの 管 理 ・運 営 と経 済 的 な 問題 の 監 視

であ る。

。設 立 目 的

1978年 よ りIBM社 が す す め て い る重度 障 害者 の 為 の コン ピ ュー タ ・プ

ログ ラマの 養成 機 関 は 現在 全米 で26ケ 所 に のぼ っ てお り,政 府,企 業,大

学 の3つ が か か わ りあ っ てい る。

しか しア メ リカの場 合,政 府 か ら予 算 を も らって い る と,あ る と き予 算が

カ ッ トされ,そ の組織 が 縮 少 され た り,ダ メ にな る事が 多 い。 そ こ で,こ こ

で は政 府,州 の 一切 の援 助 を受 け ず,す べて 民 間 企 業 に よ る基 金 に よ って運

営 して い る とこ ろが,従 来 のIBM社 の や り方 と違 っ てい る 。

現 在BIPEDは 民 間 の30社 の 基 金 と500社 に わ た る企 業 とか か わ りを持

つ利 益追 求 を 目的 と しな い 特 殊 法人 で あ る。

こ この教 育は そ れ らの 企 業 との交 流 に よって 障害者 が 企 業 に就 職 した とき,
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す ぐに役 立 つ よ うな企 業 内教 育 を中心 と した 独得 の プ ログ ラム に よっ て運営

さ れ て い る。

訓 練 期 間は11ケ 月 で 産 業 界 で の プ ロ グ ラ マ と して 自立 出来 る よ うな人

材 を育 成 し てい る。 又BIPEDは 企業 が要 求 す る最 新 の 技術 レベ ル を保 つ た

め 出資会 社 の専 門 家 の 意 見 に よっ て,た えず カ リキ ュラ ム を再 評 価 してい る。

。組 織.

BIPEDは ニ ュ ー ヨー ク及 び コ ネチ カ ッ ト州 周 辺 の 企 業か ら代 表 者 を選 出

し,理 事 会 を 構 成 して い る。

運 営 方針 や教 育 内 容 に 関 し ては50以 上 の 企 業,政 府,リ ハ ビ リ病 院等 の

代 表者 に よる サ ポ ー トを受 け て い る。

叉BIPEDの 内部 組 織 は 企業 と同 じ ような形 態 を と って お り,日 常活 動 に

つ いて は5つ の 専 門 委 員会 が出 来 て い る。

1)入 学 生 を 選考 す るた めの 委 員会

2)カ リキ ュラ ム委 員会

3)内 部設 備(コ ン ピ ュー タ等)の 委 員会

4)職 業 紹 介(援 助)の ため の委 員 会

5)企 画委 員会(BIPEDの 運 営 方 針 や 将 来 計 画 の た め)

`
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BIPEDの 内 部 組 織

BIPEDCORPORATION

Officers
φ ・

ChairmanWalterL.Johnson
■

AmericanCanCompany

PresidentGeorgeJ.Hefferon

Perkin-ElmerCorP.

VicePresident&JosephP .LaMaine

DirectoroflnstructionBIPEDCorp.

VicePresidentWallaceE.Fletcher

PitneyBowes、Inc.

,

TreasurerCharlesC。Wyand

Peat,Marwick、Mitchell&Co

" SecretaryEverettP.Sherwood

Sherwood&Sherwood

■

㎏

JonathanA.Brown

GTE

IngeCseh

Reader'sDigest

JoanS.Gilbert

Texaco

CharlesO.Packer

AetnaLife&Casualty

BoardofDirectors

JamesL.Shearin

EasterSealRehabilitationCenter

JamesF.Sutter

XeroxCorp.

DavidE.Wainwright

UnionCarbideCorp.

JohnB.wingate

BurkeRehabilitationCenter

GeraldH.Parks

GeneratElectricCreditCorp.
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協 力契約 を結んでいる企業,及 び機 関

CORPORATESPONSORS

ApartiallistofBIPEDCorporateSponsorsinclude:

●AetnaLife&CasuakyCompany

●Amaxlncorporated

●AmericanCanCompany

●BoehrlngerIngelheim

●Bris⑩lMeyers

●BurnsInternational

●EthanAllenlncorporated

●GeneralCableCo.

●GeneralI…lectricCreditCorp

●GeneralFoodsCorporation

●GeneralSignalCorporation

●GTE

●1BM

●MooreBusinessForms,1nc.

●Perkin-ElrnerCorporation

●PeatMarwlckMitchell&Co.

●PitneyBowes,Inc.

●Reader'sDigestAssoclatlon,Inc.

●Rlchardson-Vicks,Inc.

●SしRegisPaper

●Sherwood&Sherwood

●SperryUnivac

●Texacolncorporated

●TheConnecticutBankandTrustCo.

●TheConsultingGroupInc.

●TheManagementServicesGrouplnc.

●UnionCarbideCorporatlon

●XeroxCorp.

lnaddition,thefollowingagenciessupportBIPED

●ConnecticutStateVocationalRehabilitationAgency

●DPMA(StarnfordChapter)

●NewEnglandAssociationofBusiness,lndustryandRehabilitation

●NewYorkStateOfficeofVocationalRehabilitation

●StamfordEasterSealRehabilitationCenter

●TheBurkeRehabilitationCenter

－34一

◇

畠

■

》



`

リハ ビ リテ ー シ ョンセ ン ター を通 りぬ け てBIPEDの コー ナ ーに入 る と,

あ ま りの 光 景 の 変 化 にお どろか され る。BIPEDは 情報 教 育 セ ン タ ーで あ る

か ら,一 種 の 養 成学 校 であ る。 しか し,そ の 光景 は 学 校 とい うよ りは,机 も

身 体障 害 者用 の もの で な く一般 企 業 で用 い られ る実 務 机 であ り,フ ァ イ リン

グキ ャ ビネ ッ ト,黒 板,掲 示 板 等,企 業 そ の もの で あ る。 企 業 の 事 務 室 と

BIPEDと の基 本 的 な ちが いは,人 々の移 動 の 方 法 だ け で あ る。 普通 の企 業

では,入 は 足 で 歩 き,コ ツ コ ツ とい う くつ 音 が す る。 一 方BIPEDで は,電

動 車 椅 子 で 移 動 し,シ ュル シ ュル と モ ータの 音 が してい る。

BIPEDが 他 の プ ログ ラマ養 成 学 校 と根 本 的 に異 なる の は,BIPEDが 企

業 の シ ミ ュ レー シ ョン にな って い る こ とで あ る。 情 報処 理教 育 と して単 に プ

ログ ラ ミ ング技 術 を教 え る だけ で な く,企 業 に入 っ て情 報 処 理技 術 者 と して

働 け る よ うに教 育 す る こと を主 眼 と して い るか らであ る。 従 っ て,学 生 も企

業 に就 職 して い る と同 じ よ うな ス ケ ジュー ル で,会 議 討 論 な どを行 う。 又,

プ ロジ ェ ク トチ ー ム への 参 加 ・運 営 な ど,企 業 で 行 わ れ る と 同 様 の任 務 が

与 え られ る。 そ して,授 業 中 は(1日8時 間),通 勤着 か ら作 業 者 に着 替 え

るこ と に な っ てい る。 以 上 は 全 て,企 業 とい う ものが ど うい う もの か,企 業

の実 務 とは こ うい う こ とで あ る とい うこ とを教 育期 間の 間 に理 解 させ るため

に行 わ れ てい る。

BIPEDの 教 育 シ ステ ムは,IBMのPWIを 用 い て お り,カ リキ ュラ ム

の 再 評 価 を常 に続 け て い る。 身体 障害 者 で あ っ て も,も し身 の 回 りの 世 話 を

す る環境 さえ と との え ば,頭 で は正 常 な競 争 が で き る。 とい う前 提 で 行 わ

れ て い るの で,教 育 は厳 格 で あ る。 教 育期 間 の 終盤 にな っ て,就 職 先 の決 っ

た 学 生 に は,そ の 企 業 の た めの 仕 事 も回 っ て くる。 従 っ て,企 業 の 秘 密 が洩

れ ない よ うに,BIPED関 係 者 も厳 しい 態度 が 要 求 され てい る。

BIPEDは,民 間 ベ ー ス で 行 わ れ る ユ ニ ー ク な 機 関 で あ る。 今 後,

BIPEDが どの よ うな経 過 をた どるか に よ って,身 体 障 害者 教 育 の方 向 を左

右 す るか も しれ ない ほ ど,BIPEDの 存在 意 義 は 大 き く,注 目 し続 け る 必要

が あ る。
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マ ン ツー マ ン教 育 風景

亀
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●

口 を 用 い た 入 力作 業
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以 下 簡単 に こ こで の設 備,教 育 カ リキ ュ ラムの状 況 を述 べ る。

。設 備

コ ン ピュ ー タ端 末,電 卓,コ ピー,電 話,タ イ プ,ワ ー プ ロ等 の 設 備は あ

るが ホ ス トコン ピ ュー タは 置い て ない 。端 末 を使 っ て電 話 回線 で ユ ニ オ ン カ

ー バ イ ト社(UnionCarbideCorp.)の コ ン ピ ュー タ を無 料 で使 っ てい る

(マ シ ンタイ ムのみ)又 障 害者 が 使 う設 備機 器 は特 別 の 工 夫 が こ らさ れてあ

り,例 え ば 両手 の使 え な い人 の 為 に 口で棒 を くわ え て キ ー ボ ー ドに 入 力す る

方 法,同 じ くテ キ ス トの 読 み 台,脳 性 マ ヒ者 用 の プ ラス チ ッ ク カバ ー等 で あ

る。

脳性マ ヒ者の ための補助器具

。カ リ キ ュ ラ ム

11ケ 月 に わ た る トレー ニ ン グは4つ の フ ェ ーズ に わ か れ て い る。

phaseI466時 間(17週 間)

当初 は1日4時 間 の 訓 練 と し,主 と して 環境 に慣 れ る為 の教 育 で 肉体 的 耐

性 を作 っ て ゆ く。 そ の 後1日 に6時 間か ら8時 間迄 訓 練 時 間 を延 長 して ゆ く。

コボ ル 言語 の基 礎 知 識,フ ロー チ ャ ー ト,デ バ ッギ ン グの方 法,又 企 業 にお

け るデ ー タ プ ロセ ンシ ン グの 組織 を 教 え る。
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phase皿406時 間(12週 間)

COBOL言 語 を主 と して ター ミナ ル を使 って訓 練 す る。 い くつ か の 参 画会

社 を訪 問 し,企 業 よ りマ ネ ー ジメ ン トや応 用 技 術 を 学ん でゆ く。そ の 間 実 際

の 勤務 に耐 え られ る よ う,時 間外 勤 務 も実 施 す る。

更 にCOBOL言 語 に よる ア プ リケー シ ョン プ ログ ラムに 進み,ド キ ュメ ン

テ ー シ ョンの書 き方,コ ン ピュー タの概 念,手 法 を 学ん で ゆ く。

phase皿406時 間(12週 間)

オペ レー シ ョン シス テ ム及 び ユ ーテ ィリテ ィプ ログラム,シ ステムデザインや

通 常使 わ れ る 個 々 の テ クニ ッ クを企 業 の実 務 か ら具 体 的 事 例 を通 して 学 ん で

ゆ く。

又,そ の 間先 進的 技 術 や そ の 応 用 概 念 に 進 む。 更 に 雇用 側 の専 門 家 の特 別

講義 や,雇 用 を予 定 してい る企 業 か らの イ ン タ ビュ ー を受 け る。

phaseN140時 間

主 と して 企業 の 実 務 を 中心 と した トレーニ ング を受 ける 。

・入 学 要 件

16才 以上 の高 校 卒 業程 度 の レベ ル を持 ち,適 性 テス ト,数 学,口 頭 試 験

を受け る。

障 害 者 はそ れ ぞ れ の 障害 の程 度 に よっ て基 準 は 考 慮 され,職 業 的 自立 が可

能 であ るか,本 人 の 精 神 的安 定 度,協 調 性,集 中 力,根 気 等総 合 的 に評 価 さ

れ て定 め られ る。

。所 見

BIPEDは 民 間企 業 の資金 に よる ノ ンプ ロフ ィ ッ トの会 社 で,公 的 援 助 を

受 けず に 独 自の 教 育,運 営 を行 って お り,最 近 の政 府 関係 予算 状 況 か ら見 て

きわめ て 現実 的 な 選 択 を行 った。 従 っ て こ こ を終 了 すれ ば 即 戦 力 と して 企 業

に受 け入 れ られ る よ う独 得 の 教 育 内 容 や 厳 し い トレ ーニ ング を受 け て お り,

障 害の 重 い 人 もい ろ い ろ な工 夫 を こ ら した機 器 を使 っ て実 務 に耐 え られ る よ

うに考 え られ て い る。

設備 等 は決 して 大 が か り な もの で な く,訓 練 用 コ ン ピ ュー タ も端 末 の み で,
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このへ ん の ところ は大 い に 学 ば ねば な らな い点 で あろ う。

企 業 側 の ノ ウハ ウが 教 育 内容 に充 分 反映 してい る よ うに思 わ れ た。

■
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7VeteransAdministrationHospitalRehabilitationCenter.

TelesensorySystems・Inc・

Speechplus,Inc・

Stanford大 学 に 近 い 広 大 な 病 院 で,Veterans(在 郷 軍 人 会)管 理 病 院

の 一 つ(全 国 に 多 数 あ り)。RehabilitationCenterは 比 較 的 新 し い も

の で,・978年 以 来Hi…(llli・ ・i・),P・1・Alt・(C・lif…i・)・

Atlanta(Georgia)の3病 院 に 設 け ら れ た 。

本 施 設 は1980年 よ り3年 が か り で 設 立 さ れ,総 員60名,(常 時 雇 用 換

算42名)年 間 約100万 ド ル で 運 営 さ れ て い る 。 多 分 に 基 礎 研 究 的 色 彩 が あ

り,こ こ で は 次 の3部 門 を 担 当 し て い る 。

1.Neuromuscularsystem神 経 筋 シ ス テ ム 部(主 任Dr.Zajac)

2.Orthopaedy整 形 部(主 任,Dr.Carter)

3.HumanMachineIntegration(主 任,Dr.Leifer)

(Dr.Leiferは 全 体 の 所 長(Head)で あ り,ス タ ン フ ォ ー ド大 と 兼 務)

研 究 テ ー マ は 内 部 で 提 案 さ れ,在 郷 軍 人 会,NIH(NationalInstitute

forHealth),NSF(NationalScienceFoundation),そ の 他 に 申 請,

審 査 機 関 に よ り決 定 を 受 け る(日 本 の 科 学 研 究 費 補 助 金 相 当)。Stanford

大 の 大 学 院 学 生 が こ れ ら の 課 題 を テ ー マ と し て 研 究 に 参 加,成 果 を 挙 げ,学

位 論 文 も い くつ か 作 成 さ れ た 。 協 力 研 究 の 場 と し て は,ス タ ン フ ォ ー ド大 メ

デ,カ ル セyB-,特 にChild,en・ 、H・ ・pi・・1,S・ …C1・ ・a大 等 力鋤 ・身

障 者 に 実 際 に 応 用 さ れ る 。

以 下 に 現 在 進 行 中 の 研 究 テ ー マ 例 を 挙 げ る 。

A.神 経 筋 シ ス テ ム 分 野

1.神 経 伝 導 速 度 の 計 測

2.神 経 再 生

3.脊 髄 に よ る 歩 行(脳 麻 酔 下 の 猫 の 歩 行)

B.整 形 分 野(主 に バ イ オ メ カ ニ ク ス)

1.骨 の 応 力(stress)

2.脊 損 者 用 背 板(backboard)(注)脊 損 者 の 医 療 中 の 支 持 板 で,移 し
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超 音 波 セ ンサ に よる車 イ ス

●

・

音 声 制 御 マ ニ ピ ュ レ ー タ
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か え る こ とな くCAT(断 層撮 影)ほ か の計 測 処 置 を可 能 な ら しめ る背

板 の 形状,構 成 ほ か の 最 適 化

C人 間 ・機 械 の 統 合

い わ ゆ るMan-MachineInterfaceの 包括 化 で,今 回調 査 項 目に関 連

す る。

1.マ イ クロ プ ロ セ ッサ,マ イ ク ロコン ピ ュー タの応 用

2.ス テ レオ トー ン(StereoTone),オ ブ タ コン 応 用等 の 盲 人 補助 シ

ス ア ム

3.音 声 制御 マニ ピ ュ レー タ(重 度 脊 損 障 害者 用)

特 にC.3は 実 演 を参 観 した。 特 定 者 の58種 の 音 声 命 令 語 を ミニ コンが理

解(音 声認 識)し,復 唱(音 声 合成)し つ つ,人 間 の 片 手 に 対 応 す る ロボ ッ

ト機 構 を操 作 す る も の で あ る。 入 間の 腕 の 動 作を 解 析 し,各 関 節 モ ー タの連

繋運 動 をマ イ ク ロコ ン ピ ュー タで統 合 し,親 指 とそ の 他 の間 の 支 持 部 に着 目

した基 本 運 動(直 進 等)を 行 わせ る もの で,各 国 で研 究 中 。動 作 は か な り敏

捷 であ る。 命 令 語 の 誤 認 を さけ るた め,そ の変 更 に独 創 性 が あ る。 例 えば

yes'とnestは 近い の でnestをparkに 変 え,moveとtoolが 近い ので

toolをpirateに か え る等 の工 夫 が あ る。

■
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㌻ ジ 醇・自由度

命 令 語

(move,・ ・

○

PDP11

程度 の ミニ コ ン

重い基盤部

(そ の他)両 手 の 回 転運 動 に よ り操 作 す る ス ノー ボ ー トが過 去 に 開発 され,

脊 損 者 に よる競 技 に 参 加 し好 成 績 を得 た 。

ま とめ 本 施 設 の研 究 内容 はMedicalrehabilitation(リ ハ ビ リテ ー

シ ョン医 学)の 分 野,及 びpre-vocationalrehabilitation

(職 業 前,リ ハ ビ リテ ー シ ョン)が 主 体 で あ るが,Human-Machine

Integrationの 研 究 分 野 は職 業 リハ ビ リテ ーシ ョン に 大い に 関係 が

あ り,音 声制 御 は 重要 な課 題 で あ る。 この 点 で よい参 考 に な った。

注 記

本 施設 見 学 は,宇 都 宮 が 私 信 で依 頼 したStanford大 学 電 気 工 学科 教 授

JohnG.Linvil1(彼 の 娘 が失 明,電 気工 学 科 ス タ ッ フが 協 力 して オ

プ タコ ンを開 発 し,TSI(見 学 先)の 名誉 会 長 で あ る)の 紹 介 に よ り,

特 に 見学 先 に組込 まれ た。

一43一



oTeIesensorySystems,Inc.

oSpeechPlus,Inc.

TSI,Inc・ は 盲 人 用 文 字 読 取装 置Optaconを 商品 化 すべ く1971年 創

立,TalkingCalculatorの 世 界最 初 の 開 発等 も含 め 順調 に 世界 に製 品 を

提供 して きたが,さ らに1976年 よ り文字 か ら音 声 へ の変 換 を実 現 す るた め

の長 期 開発(TalkingOptacon)を 進 め,こ の 方 面の 商 品 化 をめ ざ し1983

年 別会 社 と してSpeechPIus,Incを つ くった 。 福 祉 に合 致 す るた め,各

種補 助金 が得 られ,MITの 音声 合 成 との 共 同研 究 も行 っ た よ うで(MIT

のKLATT方 式),プ ロ トタイ プの 製 品 は4～5ケ 所に 提 供 し,い わ ゆ る

User-Friendlyの 会 社 の 理 念 に則 して,評 価 及 び改 良 の開 発 を進 め て い

るが,1983年 度の 国 政府 の補 助金 は 残 念 乍 ら得 られ ず,や や 後退 ま だ 商 品

と して の 価格 等 の 決 定 で き る段 階 に は な い。

この シス テ ムは 図 の よ うな構 成 で,か な り大型 とな り,オ プ タコ ンの よ う

に可 搬 形 で は な く,図 書 館 等 に 適 す る。

OCR

文字読取 り

→

SYNTAX

構 文 解 析

→

↑
文字の走査 に問題 多 し

SpeechSynthesizer

音 声 合 成

TalkingOptacon

,

類 似 の も の がKurzweil社 のtalkingmachineと し てFujiZerox

が 関 一与 し て い る よ う で あ る。 な お,Optaconは 日 本 のCanonが 代 理 店 で

あ る 。

.上記 開 発 過 程 の う ち 構 文 解 析 の 一 部 お よ び 音 声 合 成 の 大 部 分(Text-to-

Speech,Converter)は 開 発 完 了 し,下 記 の 製 品 と し て 販 売 さ れ て い る 。
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駄 扁㌔ 造
v← 咋N逗

文 章 読 取 り音声 出力装 置

1.SPEECH1000TM

これ は 音声 合成 ボ ー ドで,最 も 自然 に機械 出 力 を音声 と して 出力 す る。

音声 は 多 種類 の語 彙 をLPC(LinearPredictioncoding,線 形 予 測

符 号化)に よ りdataと して 集 録 し,こ れ を組 合 わせ て 合 成 す る。 標 準 方

式 は2200b/sサ ン プル 率 で,458kbの 蓄積 容 量 が あ り,200秒 の ス

ピー チ を可 能 とす る。(少 し質 を低 下 させ れ ば300秒 分 ま で 可 能)蓄 積 は

目的 に応 じてRO・M,RAMEPROMが 使 用 され,RAMな らば他 の機 械

と接 続 し,連 続 的 に い くらで も長 いス ピーチ が 出 力 され る。 音 声制 御 ロボ

ッ トに も応 用 で き る。 各 種 コマ ン ドはASCIIの16進 符 号 方 式 を採 用 し,

語 間隔,音 量 等 の 制 御 用 とす る。 中 央処理 には8085Aを 使 用 して し(る。

2.PROSE2000TM(1982年 発売 開始)

上 記 の上 位 クラ ス の音 声合 成 ボ ー ドで ある。 英語 の 文,標 準 には な い 姓

名 や語 はASCIIの 音標 コ ー ドで符 号 化 した 入 力等 も可 能 と し,数 字,略

号(例 え ばSt.)等 も正 し く発 音 す る。(St.は 構 文上 か らStreet,ま

た はSaintの 自動 選別 が で きる)。 音 声の 抑揚,そ の 他の 制御 も可 能 とい

う ように,相 当 に 拡 張 さ れ た機 能 が あ る。
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特 に 電 算 機 出 力 と して,ビ デ オ,プ リン タを併 用す る こ とに よ り,オ ペ

レー タの 眼 を ブ ラ ウ ン管面 か ら解 放 す る こ とが で きて,作 業 効 率 を高 め る

の に効 果 的で あ る こ とが,本 ボ ー ド開発 の 主 目標 とな って い る。(プ ロ ン

プ ト サ イン インス トラクションな ど)。 盲 入 用 に は特 に 必要 な ツ ール で あ

る。

■

■
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ψ

お わ り に

「百聞は一見に如(し)か ず 」とい うが,今 回の視察調査 は まさに これ を如

実に体得 した。米国の情報処理 産業 界はその提供側 の主導地位 に あるIBM社,

ユーザで ある大学研究機 関お よび銀行 商社 も障害者雇用には 関心度が大 き く,

医療 側 をは じめ連邦 ・州 ・郡の 支援 も至 る ところ で見 られた。

包括的 な リハ ビ リテーシ ョンの中で情報処理教育 をするところ,特 定の障害

者高等教育の 中で行 うところ,障 害者の自立意欲か ら研修 を企 画する ところ,

な ど情報処理教育研 修の 態様に は様 々なア プローチが行われ てい る ことを体 験

し,相 互の比較検討 をす るの に十 分 な資料 を集め ることもで きた。 その 中で も

特 に情報処理教育を専 門 目的 と して地域的 な民 間共同体が結 成され,成 果 を挙

げてい るところが注 目された。

また身体障害者 が雇用環境 に対 して 「甘 え 」を もたず競争原 理に真剣 に対処

しよ うと してい る意欲 も至 るところ で感 じられた。 さ らに訪 問調査 を行 った各

施設 には強 い使命感 と責任感 をもって障害者教 育に献身する職員 が多 く,わ れ

われ 視察 団員 に懇切 に応待 して くれた ことに も強 く感銘 した。 われわれ団員 は

この体験 をふまえ て,わ が国におけ る今 後の身体 障害者の情報処 理教 育推進 に

ついて よ り積極的に対処すべ きとの意識 を強めた 次第 である。

●
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ElCamino

College.

SpeechPlus.

TSI.

TlRR.

入 手 資 料 一 覧 表

■ServicesforStudentswithDisabilitiesinCaliforniaPublicHigher

Education.

○

●

●

●

●

●

●

●

●

○

●

●

●

●

●

●

●

●

HandicappedStudentProgramsandServices.

DisabledStudentsProgram.

{ServicesandProgramforPhysicallyDisabledandVisually

ImpairedStudents}.

EducationalDiagnosticCenter.

WordProcessing.

PresentsanlnstructionsGuidetoBetterUnderstandingsof

StudentswithDisabilities.

DataProcessingatElCaminoCollege.

SpecialEducation2.(CareerPreparationfortheDisabled).

ElCaminoCollegeCatalog{83～84}.

"

FederalRegister

DepartmentofHealth,Education,andWelfare.

NondiscriminationonBasisofHandicap.

ProgramsandActivitiesReceivingorBenefitingfromFederal

FinancialAssistance.

NondiscriminationinFederallyAssistedPrograms.

PolicyDeterminations.

NondiscriminationinFederallyAssistedPrograms.

Policylnterpretation.

TheDevelopmentof.Job・RelatedMedicalHiringStandards.

EmployingWorkerswithHandicapsforPrivateandPublicEmployers.

SpeechPlusMachineNewCatalog.

文 献 紹 介NewOccupationforTheBlind.

ResearchReportRT・4.

AnlnventoryofJobOptionsforPersonswithUpperExtermity

lmpairmentsandLessThanaCollegeEducation.

Texas/SouthCentralRegionalSpinalCordlnjurySystem.

{1982SpinalCordCenterStatistics.}
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■

Westside

・Community

forlndependent

Livinglnc.

Woodrow

Wilson

Rehabilitation

Center

●

●

●

●

●

ResourceListforThePrincipalResearchProgramsofRT-4 .

ThelnclusionofTheHandicappedPersoninCommunityLife.

AResourceGuide{PersonalComputersforThePhYsically

Disabled}AppleComputerlnc.

Overview:RehabUitation,Devices,Systems.Orthotics&

Prosthetics,byW.A.Spencer.

TechnologyandHandicappedPeopie(May82).

●WCILComputerTrainingProject.

●lnformationlnnovationandlmplementationTowardlndependence
.

●

●

AConsumersGuidetoWoodrowWilsonRehabilitationCenter .

ARPDPViewpoint,UniversityofPennsylvaniaPhysically

HandicappedTrainingCenter.
●

●

National

Technical

lnstitutefor

TheDeaf.

ONationalTechnicallnstituteforTheDeafProgramsCourses

Generallnformation.

●TheDataProcessingCurriculumofTheNationalTechnical

lnstituteforTheDeaf

{AProposedCurriculumChangeforProgramsofStudyin

DataProcessing}.

●NTIDFocus.

●

令

●

1.B.M. ●lnternationalBusinessMachinesCorporationFederalSystems

Division.

●ComputerProgrammerTrainingforTheSeverelyDisabled .

●ComputerProgrammerTrainingforTheSeverelyPhysically

Disabled.{ReportPeriodlJan.1982～31Dec.1982)

●AmericanRehabilitati6ns.

●ComputerTrainingProjectCounselorHandbook
.

{RehabilitationTrainingProgramsDept.1.B.M.

SystemDivisionGaitherburg,Md.}

●Meqsure(forThePeopleofHewlett-Packard.)

Programmedforlndependence。

Federal
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●Quest.{PublishedMonthlyforThePeopleofTheGTETelops

lMCommunity.}

●ARPDP=AModelMeetinglndustrゾsNeeds.

・

■

●

●
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リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン セ ン タ ー

資 料21BMのPWIに 関 す る紹 介
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資 料1ウ ッ ド ロ ー ・ウ ィ ル ソ ン ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー

(WoodrowWilsonRehabilitationCenter)

(略 称WWRC)

利 用者 の手 引 き

(1981年 特 殊 サ ー ビス 部 作 成)フ ィ ッシ ャー ビ ル,バ ー ジ ニ ヤ22939

訳 宇 都 宮 敏 男

昭和59年3月
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訳 者 序

原 資料 は 昭 和58年11月 訪 問調 査 を行 った とき に入 手 した 。 こ こは州 立 の

医学 か ら職 業 まで の 大 包 括 リハ ビ リテ ー シ ョンセ ン ター と して,全 米 屈 指 の 規

模 で あ る。 障 害 者 情 報 処 理 訓 練 に つ い て もIBMのProjectWithIndus-

tryの 発祥 場 所 で もあ り,大 い に注 目すべ き と こ ろで あ る。 情 報処 理 専 門 家 が

障 害 者教 育 に 携 わ ると き,リ ハ ビ リテ ー シ ョン全 般 の 認 識 を有 す る こ とは 不可

欠 で あ り,本 資 料 は 非 常 に よい 参 考 に な る と考 え 訳 を試 み た。 表 題 や 内 容 に も

あ るが,こ こに 入 る障 害 者 をconsumer,cllent(利 用 者,顧 客)と い う呼 び

方 を してい る点 か ら も,米 国 の リハ ビ リテ ー シ ョン界 の 倫 理 的観 念 の 進 み を強

く感 じる。 職 業 訓練 は35コ ー ス あ り,情 報 処 理 関 連 は そ の うち2コ ー ス で は

あ るが,障 害者 雇 用 の 分 野 を知 る こ と も重 要 な参 考 に な る と考 え る。.

宇 都 宮敏 男

●

前 書 き

身体 障 害(disabil▲ty)は 生涯 社 会 の 世 話 に な る とい う意 味 に と って は い

け ない 。 ここで は 障 害 者 の 生 活 を改革 で きる プ ロ グ ラ ム を提 供 す る一 施 設 の こ

とを述 べ る。

自立 生 活 と就 職 の二 つ が 本施 設WWRC(WoodrowWilsonRehabil1-

tationCenter)に 入 った 人達 の 目標 で あ る。 この 目標 は意欲 を もっ て本 施

設 に 入 った 障 害者 と,本 施 設 の リハ ビ リテ ー シ ョン を使 命 とす る職 員 チ ー ム と

の協 力作 業 に よって は じめて 達 成 され るの で あ る。

WWRCで は500人 以 上 の 学 生 が 住 み,勉 強 し,あ らゆ る タイ プの 身 体 障 害

を克 服す べ く努 力 して い る。1976年 に 完 成 した 新 しい 総合 施設 は廊 下 つ づ き

の6棟 か ら成 る。 この 中 に は,職 業 訓 練 お よび 評 価 を行 う教 室 棟,就 労 斡 旋 セ

ン ター,76床 の病 院,男 子 お よび女 子 寮,カ フ ェテ リヤ,水 泳 プ ール や 体 育

館 を含 む 学 生 活 動 セ ン ター,お よび 管理 ・医療 ・用 度施 設 が あ る。 診 療 所 と職

員室 は教 育 棟 と住 居 棟 に最 寄 りの建 物 内 に 集 め て あ る。 こ こで の サ ー ビス プ ロ

グ ラムは医 学 的,前 職 業 的(pre-・vocatlona1),職 業 的,各 リハ ビ リテ ー シ ョ

◆
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ンお よび そ の 他 の 支 援 サ ー ビス であ る。

WWRCは リハ ビ リテ ー シ ョン施 設 委 員会 の 認可 を受 け てい る。 病 院 部 分 は

バ ー ジニ ア州 保 健 局 の免 許 が あ り,Medicareお よびMedicaid(連 邦 政 府の

医療 補 償 シス テ ム… …訳 注)が 保 証 して い る。 職 業 訓練 部 は バ ー ジニ ア州 教 育

局 が承 認 し,か つ 支 援 して い る。

WWRCの 全 学 生 はそ れ ぞ れ の リハ ビ リテ ー シ ョン計 画 を設 定 し,そ れ に

100%参 加 す る こ と に な っ てい る。当 セ ン タ ーに は この よ うな"包 括 的"ケ ア

ーが あ るか ら,リ ハ ビ リテ ー シ ョン とい う困 難 な仕 事 を巧 みに また 最 大 限 に 達

成 させ られ る とい え る。

以 下,そ れ ぞ れ の サ ー ビス(プ ロ グ ラム)に つ い て,目 的,内 容,到 達 目標

等 を詳 述 し よ う。

な おWWRCで の 授 業 料 は 計 画 をた て た サ ー ビス の コ ス トに よ り定 ま る。 も

し コス トが 上 昇 す れ ば 授 業 料 もそ れ に 追 随す る。

ナ

本 施 設 の 使 命

本WWRCは バ ー ジニ や 州 リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス 局 の一 施 設 で あ って,

連 邦の 重 度 身 体 障 害 者 の 良好 な就 職 を 目標 と して企 画 した 包 括 リハ ビ リテ ー シ

ョンを実 施 す る とい う使 命 を有 して い る。 上 記以 外 の 障 害 者 で あ って,自 宅 周

辺 での リハ ビ リテ ー シ ョ ンが で きない 場合 に は 受 入 れ る。 さ らに本 セ ン タ ーは

周辺 の 障 害者 住 民 に対 して,一 つ の 地 域 的 リハ ビ リテ ー シ ョン施 設 と して の 機

能 を有 す る。

利 用 対 象 者

当WWRCの サー ビス供与 の主要対象者は重度障害者 である。長期 間にわた

る調査研 究 とサー ビス開発の経験か ら,特 に重点 をおいてい るのは脊髄損傷者,

聴覚障害者,脳 損傷者,切 断者お よび情緒障害者(州 の精 神健康 サ ービス部門

と協 力)で あ る。 しか し今後 州の重点化施策に よりその他の種類の障害者 に対

して もサー ビス を強化 す ることに なろ う。入学許可方針は主要障害対象を どこ
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に お くか を コ ン トロー ルす る。 これ は 重度 障 害者 の 必要 とす る 有効 か つ 成 果 を

伴 う リハ ビ リテ ー シ ョン環境 を造 りそ し て維 持 す るた め に 必要 な の で あ る。

サ ー ビ ス供 与 の 規 模(scope)

WWRCの 職 業 リハ ビ リテ ー シ ・ンサ ー ビス の 内容 は 対 象老 の 必 要性 を 考 え

て,身 体 的,社 会 的,情 緒 的 お よび 本 来 の 職 業 的 リハ ビ リテ ー シ ョンに重 点 を

お い て い る。 良 い サ ー ビス供 一与の 要 件 は,リ ハ ビ リテ ー シ ョンの 評 価 と計 画 が

適 切 か つ 現実 的 で あ る こ と,利 用 者 の積 極 的 参 加 が あ る こ と,各 種 サ ー ビス が

時間 的 に う ま く準 備 さ れ る こ と(ス ケ ジ ュー リン グ),お よび 他 の サ ー ビス シ

ス テ ム(医 学 的 リハ ビ リテ ー シ ョンほ か)と の 創 造 的 な協 力の あ る こ とで あ る。

この よ うな要 件 が 当WWRCで は チ ー ム活動 で供.与 す る以 下 の よ うなサ ー ビス

の 中 に含 まれ て い る。

L包 括 的 な リハ ビ リテ ー シ ョン評 価(総 合評 価)

2.身 体 的 な回 復 と(理 学 的)リ ハ ビ リテ ー シ ョン

3.仕 事 へ の 順 応

4.職 業 訓 練

■

5.カ ウ ンセ リン グ と社 会 性 の 増 強

●

プ ログ ラム の改 革 と サ ー ビ ス改 善

本 セ ン ター は設 立以 来 リハ ビ リテ ー シ ョンプ ログ ラ ムの 改 革 と サ ー ビス供 与

の 改 善 に つ い て リー ダ ー シ ッ プを とっ て行 っ て きて い る。 今 後,こ れ らの 努 力

が 柔 軟 で,創 造 的,か つ有 望 な変 革 を して ゆ くた め の 支 え とな る で あ ろ う。 本

セ ン ターは 重 度障 害者 に 供.与で きる新 しい よ りす ぐれ た方 法 を 開発 し,実 施 し,

検 討 す る こ と を推奨 して い る。 これ は 本 セ ン ター の職 員の 個 々の研 究 を奨 励 す

る こ とに な り,学 生 の 管理,各 種 の装 置 の 開発 設 計,職 業 選択 な ど を改善 す る

の に大 へん 貢 献 して い る。 この 種 の 努 力 は数 多 くの 職 業 研 究 訓練 セ ン ター,高

等教 育 機 関,あ るい は 地 域 的 精 神 科 研 究機 関 な ど との 協 力研 究 を奨 励 す る こ と

に よっ て効 果 をさ らに 高 め て い る。 また本 セ ン ターは 使 命 達 成 の た め に 適 切 な
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らば,民 間産 業,そ の 他 の 私 立 公 立 の 各機 関 と も喜 ん で協 力 して ゆ く姿 勢 で あ

る こ と を強 調 す る。

リハ ビ リテ ー シ ョン従 事 者 の 教 育 訓 練

WWRCは 広 義 の リハ ビ リテー シ ・ン分 野 従 事 者 に 対す る教 育 訓 練 に も顕 著

な 活動 を して い る。 バ ー ジ ニ ア州 リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス局 の 訓 練 部 との

緊 密 な協 力の も とに,リ ハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビスの 改善 を行 お う とす る機 関

や 個 人 に対 して専 門教 育 訓 練 を行 い また 相 談 を受付 け て い る。 こ の よ うな訓 練

内 容 は キ ャンパ ス 内教 育,実 習,セ ミナ ー,会 議 情 報 交換 な ど 多様 で あ る。

さ らに この 訓 練 プ ログ ラム に は障 害 者 の ニ ー ズに 関 す る公衆 教 育 や地 域 社 会 の

問題 解 決 へ の 指 導 な ど も含ん で い る。

運 営 の理 念

効 果 の挙 が る リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス を継 続 させ る には,WWRCの 職

員,州 リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス 局 の 職 員,お よび対 象 で あ る学 生 が,本 セ

ン ターの 企 画 と運 営 に対 して 積 極 的 に 参 画 す る とい うこ とが不 可 欠 で あ る。 ま

た 協 力す る援 助機 関,賛 助 員,お よび一 般 住 民 との 胸襟 を開 いた コ ミュニ ケ ー

シ ョン も本 サ ー ビ ス供 与 シス テ ムの 責務 を 遂行 す るの に必 要 で あ る。 業 績 を も

とに した 経 営 評 価 に よ りサ ー ビス プ ログ ラ ム を管 理す る とい う方 法 が と られ て

い るが,こ れ は サ ー ビス を適 正 な コス ト効 果 比 の 内 で行 うた め に 当然 の こ と と

して 皆 に 受 け 入 れ られ て い る。.、.=

上 述 の 目標 達 成 の た め に は運 営 企 画 の細 か な こ とは年 度 毎 の ベ ー ス で 見 直 さ

れ て ゆ く。
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Pre-Vocationa1→ 職 業 前 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

Medica1→ 医 学 的 〃

Vocationa1→ 職 業 的 〃
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本 セ ン ター に 入 る に は

何 か 障 害 が あ り,本 セ ン タ ーの サー ビス が 役 立 つ と考 え られ る人 は 誰 で も当

セ ン タ ー入 学 候 補 者 で あ る。

申込 み は 直接 本 人 か ら,第 三 者 か ら,あ るい は リハ ビ リテ ー シ ョン カ ウ ンセ

ラー を 通 して本 セ ン ター の 入 学 受 付 部 に 対 して 行 う。

入 学 資格 者 は何 らか の経 済 保 証 が い る。 この 保 証者 に は リハ ビ リテ ー シ ョ ン

サ ー ビス 局,在 郷 軍 人 会,保 険 会 社,あ る いは 個 人 等 々が あ り うる。 個 人保 証

は30日 間 の 費 用予 納 が 必 要 で あ る。 本 セ ン ターの 病 院部 門 は保 健 局 の 認 可 が

あ るの で,メ デ ィケ ア,パ ー ジニ ア メデ ィケ イ ド,チ ャ ンパ ス(Champus…

疾病 保 険 の 一 種か),ブ ル ー ク ロス あ る いは ブル ー シー ル ド(非 組 合 病 院)な

どが 入 学 者 の保 険 担 保 者 に な る。

入学 審査 委 員会 は 次の 各 部 の 代 表 か ら成 る。(1)評 価 部,② 職 業 訓 練 部,(3)カ

ウ ンセ リン グ部,(4)医 療 部,(5吐 事(作 業)順 応 部,(訳 注 … 日本 の作 業 療 法

部 に 対 応 す る で あ ろ う),(6)心 理 精 神 部 。

この 委 員会 が保 証 人 か ら送 られ た候 補 者 に 関す る一般 情 報 を受 け て予 備 審査

し,す ぐに 本 人迎 え て サ ー ビス を受 け させ る こ とが 適切 か ど うか を 判定 す る。

学 生 は 一 年 中 月,火 また は水 曜 日に入 学 す る。 ただ しサ ー ビス お よび 居 住 の

場 所 が あ い て いれ ば で あ る。 要 は 入 学 手続 きをで きる限 り簡 単 に し,か つ 的 確

にす る こ とで あ る。 しか し最 良の サ ー ビ ス を受 け るには や は り候 補者 に 関 す る

完全 な記 録 資 料 が あ った 方が よい。 以 下 に 入 学 審査 部に 送 る必 要 の あ る書 類 の

チ ェ ック リス トを示 して お く。

1.推 薦書 。 候補 者 の 能 力,個 性,社 会 的 及 び 行動 的 利 点 欠 点 な どに つ い て

の 意 見 を書 い た もの 。

2.WWRC入 学 志願 書 。 身 体 障 害 の 場 合 は そ の 治療 歴,k・ よび 費 用 負 担 項

目。 志 願 書 の 中 に,本 人以 外 の 人 が,も し本 人 が退 学 せ ざ る を得 な くな っ

た と きの 身 元 引 受 を証 す る署 名 を要 す る。(こ の記 入 用 書 類 は 入 学 課 で も

らえ る。)

3ホ ー ム ドク ター拾 よび専 門 医師 の 診 断 書 お よび入 退 院 に つ い て の 病 院 の
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記録 。 これ らは1年 以 内の 正規 の もの で あ る こ と。

4.こ れ まで のす べ ての 医 療 の 処 方 箋。 これ は 非 常 に 重 要 で あ る。

5.心 理 的k・ よび 神 経 的 な記 録 は な るべ く多 く求 め る。

6.社 会 的 記 録 。 家庭,家 族,お よび 地 域 的 な評 価 。 裁 判 所,精 神 病 院,矯

正 施 設 等 の情 報 もあれ ば必 要 で あ る。

7.教 育歴 。 取得 単 位 とか 学 校 で受 け た 処 置 。 学 校 の 内 申書 もで きれ ば 役 立

つ0

8.職 歴 。 技 能 そ の 他 職 業 に 関連 した情 報 に 関す る記録 。

9.保 険 契 約 書 。 保 険 会社 費 用 引受 け に つ い て の 説 明 書。

一 方
,セ ン ターか ら保 証 人 に 対 して 定 期 的 に 学 生 に つ い て の報 告 が あ る。 そ

れ 以 外 の 情 報 を求 め る 場合 には(プ ライ バ シー保 護 の 立 場 か ら)18才 以 上 の

場 合 本 人 の許 諾 サ イ ン,18才 未満 な ら親 また は 保 護 者 の サ イ ンが 必 要 で あ る。

■

バ ー ジ ニ ア州 民(DRS)に 対 して は

10.経 済 状 況 申告 書(書 式RS-13)

11.リ ハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス 申込 書(RS-4E)

12.ど ん な訓 練 を受 け たい か 個 人 ご との リハ ビ リテ ー シ ョン プ ログ ラ ム。

(6,7及 び8は 紹 介状 に書 い て も らう。 あ る い は リハ ビ リテ ー シ ョンの

記 録 を総 合す る書 式RS-40,RS-4を 使 って も よい 。)

カ ウ ン セ リング とケ ー ス管 理

カ ウン セ リング と い う一 種 の支 援 サ ー ビス は 入 所 者 が リハ ビ リテ ー シ ・ンの

過 程 で どの よ うに変 化 させ てゆ くか を助 け るた め に あ る。 そ の仕 事 は 目標 設定,

問題 解 決,意 志決 定 な どで あ り,仕 事 へ の 意 欲 とか よ り大 きな 自立 責 任 感 に 重

点 をお き,入 所 者 の社 会 復帰 計 画 を推 進 させ る。 この よ うな カ ウ ンセ リ ング と

ケ ー ス 管理 は 本 セ ン タ ーの カ ウ ンセ ラーが 担 当 し,利 用者 …つ ま り生 徒 …が 個

人 と して の,ま た セ ン ター と しての 目標 達 成 を援 助す る。 各 利 用者 の 擁 護 者 と

して の ケ ー ス管 理 者 は リハ ビ リテー シ ョ ンの 総括 チ ー ムの 指揮 者 で もあ って,
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生 徒,職 員,お よび保 証 人 との 相談 を通 じて意 見 を出 し,計 画 を立 て,或 いは

そ れ を修 正 し,各 種 の サ ー ビス を統括 す る。 入所 か ら退所 まで の 生 徒 の プ ロ グ

ラム に つ いて1対1あ るい は グル ー プベ ー ス で カ ウンセ ラーが 把 握 す るの で あ

る。

カ ウ ンセ ラーの 仕 事 は 入 所 者 に 対 す る リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス,居 住 関

係,そ の他 特 殊 な必 要 性 な どに及 び,以 下 の よ うな もの が あ る。

・評 価 につ い ての カ ウン セ リン グは 入 所 者 の 職業 的 興 味 と能 力が 職 業 社 会 の 期

待 に 整合 す る よ うにつ とめ る よい 機 会 を与 え る。

・仕 事 順 応(Workadjustment)カ ウン セ リン グは全 日勤 務 に 耐 え る体 力k

よび 精 神 的 ス トレス の許 容 力 を 高 め なが ら仕 事 に 向 う正 しい 習慣 や態 度 の 育

成 に 重 点 をお く。

・職 業 訓練 中の 生 徒 に対 す る カ ウ ンセ リング は入所 者が 自立 生 活 と就 職 を準 備

す る段 階 で セ ン ター側 お よび 受 入れ 社 会 の サ ー ビス を うま く計 画 し統合 す る。

進 歩 過 程 を よ くみ て 行 うガイ ダ ンス に よ り,特 定 の職 業 を 身に つ け る 目的 を

満 足 に完 了す る こ とを 支援 す る。

・医療 ユ ニ ッ トの 生 徒 を担 当 す る カ ウ ン セ ラーは 入 所決 定会 議 の と きの 目標 を

把 握 し,達 成可 能 と考 え られ る最 高 水 準 の 自立 水 準 を実 現 す る努 力 をす る。

この 内 容 に は 自律,レ ク リエ ー シ ョン.身 体 的 自立,職 能 評価,就 職 計 画 等

が あ る。

・聴 力障 害 プ ログ ラムにおけ るカ ウンセラーは 聴覚 機 能 の な い 生 徒 を受 け 入れ る。

彼 等 は コ ミ ュニ ケ ー シ ョンを視 覚 にた よる。 即 ち書 し(た文 章,.読 唇(spee-

chre'ading),指 文 字,手 話(signlanguage)お よび 自然 ジ ェス チ ャ

ー等 に よる
。 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 有 効 な技 法 を身に つ け る こ とが 本 プ ログ

ラムの 最 重 要 サ ー ビス で あ る。 社 会 コ ミ ュニ テ ィに とけ こ め る よ うな 自立 の

技 能 の 獲得 を支 援 す る こ とは この 中で も重要 で あ る。

・脊 髄 損 傷 プ ロ ジェ ク トにお け る 生徒 の カ ウ ンセ リン グに は特 別 な 目標 が あ る。

即 ち生 徒 が 感 情 とか 自分 自身の 制 約 等 を よ り よ く感 じ とる こ とを援 け る。 生

徒 が 自分 自身の 性 とか 人 間 の性 に 関 す る理解 が 高 ま り,医 療 的 に 自 らを律 す
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る こ と,家 庭 内 で の 関 係 改 善,コ ミュニ テ ィ との 問 題 な どを うま く処 理 して

問題 解 決 で きる よ うに す るの は 重要 な課 題 で あ る。

手話 に よる カ ウセ リング

■

●



・脳 損 傷 プ ロジ ェク トにお け る生 徒 の カ ウン セ リン グは 先ず 個 々の 問題 を把 握

す る こ とか ら始 ま る。 障 害 は 身 体 的 か 頭脳 的か 情 緒 的 か さ ま ざ まで あ る。 集

中 力,判 断 力.記 憶 力 な どに 難 が あ ろ うか ら,カ ウ ンセ リン グの 努 力 は まず

この こ とを知 ら しめ て,適 切 な処 理 力や 代償 機 能 に つい て 学 ぶ こ とを 目標 に

お・く。

医 療 サ ー ビ ス

十 分 よい医 療 サ ー ビス の あ る こ とは 障 害者 の リハ ビ リテ ー シ ョンには 絶対 に

必 要 で あ る。WWRCに は ほ とん どす べ て の サ ー ビス が完 備 して い る。 本 セ ン

ターの 各職 員 に よ り代 表 で き る専 門 は,歯 科,在 宅 治 療 科(flimilyprac-一
ノ

tice),内 科,神 経 科,小 児 科,k・ よび 精 神 科 で あ る。 物療 医学 と リハ ビ リテ

ー シ ョンの 資格 を もつ 専 任 の 職 員(physiatrist)が サ ー ビス を管理 す る。

この サ ー ビスは い わ ゆ る作 業 療 法,理 学 療 法 お よび 言 語 治 療 で あ る。 薬 剤 師 と

看 護 職 員が リハ ビ リテ ー シ ョン処 置 に 必要 な薬 剤 や 滅 菌 器 具 を管理 す る。 専 任

医 師 が4棟 の 病 院 や特 殊 ケ ア ユ ニ ッ トを運 営 す る。 看護 サ ー ビス も全 日的 に 行

わ れ る 。

ま た 泌 尿 器科,整 形 外 科,一 般 外科,神 経 科,内 科 お よび 思春 期 医学 の 専 門

医 師 が 少 く も週2回,必 要 に 応 じて それ 以 上,在 駐 す る。 これ らの 医師 は生 徒

の ニ ー ズ に応 じて評 価 を行 い,フ ォ ロー ア ップ し,定 期 的 に 本 セ ン ター職 員 に

助 言 をす る。 大 手 術 を扱 う外 科 は ない が必 要 が 起 こ れば シ ャー ロ ッ ツビル市 に

あ る バ ー ジニ ア大 学 の メデ ィ カル セ ン ター,ウ エ イ ンズ ボ ロの 地 域 病 院,あ る

い は ス タウ ン トンに あ る キ ン グズ ド一 夕ー ズ病 院 に 入 院 させ る こ とに な って い

る。

なお そ の 他 の 医 療 サ ー ビス と して は,放 射 線 科,生 化 学 検査 室,電 気 的 診 断

サ ニ ビス… 脳 波,心 電 図,筋 電 図(神 経 系検 査 を含 む)… な どが あ る。

そ れ ぞ れ の 身 体 障 害 者 は リハ ビ リテ ー シ ョン専 門 職 と医 師 の チ ー ムが設 定 し

た個 人 ご との 治 療 プ ロ グ ラムに よ り,多 様 な サ ー ビス を受 け る。 慎 重 な 回復 プ

ログ ラム は リハ ビ リテ ー シ ョンチ ー ムの 定期 的 ミー テ ィン グ に よって 決 定 され
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る。 障 害者 が 来 訪 す る こ とを積 極 的 に奨 め て い る。 セ ン ター に入 って い る限 り

医療 カ ウ ンセ ラー のチ ー ムが 全 治療 プ ログ ラム実施 と,そ の 他の サ ー ビス との

調 整 に つ い て生 徒 と相 談 をす る こ とに もな って い る。

以 下 に病 院 ユニ ッ トと重 要 な 医療 サ ー ビスの こ とを もう少 し詳 細 に説 明 し,

高 い 自立 レベ ル達 成 を援 助 す る方 法 を述 べ よ う。

病 院 ユ ニ ッ ト群

WWRCの 病 院 部 は 全120床 で,4ユ ニ ッ トか ら成 る。 各 様 と も専 任 の 幹 部

医 師が い て,全 日看 護制 で あ る。 各 ユ ニ ッ トはそ れぞ れ 入 院 者 の 種 別 で 分 け,

異 った サ ー ビスが 提 供 され る。

ユ ニ ッ トIl44床 は脊 髄 損 傷 者 と把 握 筋 制御 の 乏 しい ものが 入 る。 最 も重

度 の 障 害 で要 介 助 の ケ ー スが 多 い。 免許 の あ る看 護 師(nursingpractit-

ioner)に よる完 全 看護 が行 わ れ る。

ユ ニ ッ トll:32床 で要 介 助 産 は 少 いが,看 護 サ ー ビス は全 面 的 に必 要 な障

害者 用で あ る。 内12床 は 脳 損傷 者 に 向 け られ てい る。

ユニ ッ ト皿:中 間 的 な ケ ア をす る ユ ニ ッ トで38床 あ る。 こ こ に入 る障 害 者

は 日常生 活 活動(ADL)は 殆 ど自立 して い るが,そ れ で もあ る看 護 や 付 添 い

介 助 が 必要 な もの を対 象 とす る。26床 が ユ ニ ッ ト1お よびllか ら"上 っ て"

きた 人 の た め,12床 は 既 に 訓 練 に 入 って い る生徒 の うち,医 療 も必要 とい う

場 合 に使 う。 したが っ て この ユ ニ ッ トで の 看 護 サ ー ビス は全 面 的 で あ る必 要 は

な い。

ユ ニ ッ トIV二 こ こは 生徒 健 康 管理 ユ ニ ッ ト(StudentHealth)で あ っ て,

生徒 寮 お よび 周辺 地 域 か ら通 う計約450名 の 生徒 の 外 来 医療 に 重 点 をお く。彼

等 は健 康 維 持,健 康 教 育,お よび フ ォ ロー ア ップ の各 サ ー ビス をそ れ ぞ れ の 約

束 の 時間 に 合 わ せ て受 け に くる。 専 任 の 医 師が 管 理 す るほ か,2人 の 非 常 勤 医

師,1人 の 精 神 医,1人 の 専 任 看 護 師(nursepractltioner),5入 の コ

ンサ ル タ ン トが お り,生 徒 の 排 尿 管 理,精 神 神経 的,内 科 的,外 科 的,お よび

整 形 外科 的 な 面倒 を見 る。 このユ ニッ トの機 能 はいわば総 合 的 な 救急 室,診 療 所
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の よ うな もの で あ る。

なお,こ れ ら4ユ ニ ッ トの 付 属 サ ー ビス と して,放 射 線 科,薬 局,検 査 室 お

よび 通 常 の 歯 科 が ある。

リハ ビ リテ ー シ ョン看護

リハ ビ リテ ー シ ョンの専 門 看 護 が上 記4ユ ニ ッ トに関 して24時 間 ベ ー ス で

行 わ れ て い るが,そ の 内容 に は以 下 の ものが あ る。 患者 の 評 価 準備,診 断 と処

置,患 者 モ ニ タ リング,処 方 に よる医薬 の 提 供,リ ハ ビ リテ ー シ ョン プ ロ グ ラ

ムの調 整(医 師,カ ウ ンセ ラー,治 療 士,教 員 か らなる チ ー ムに 対 す る),お

よび 患者 に 対す る 自己 ケ アや 健康 維持 の 指 導 な ど。

要 介 助 生徒 の 多 い ユ ニ ッ トで は,看 護 ケ アの 重 点 を各 患 者 の 到 達可 能 な最 高

レベ ルの 自己 ケ ア をつ く り上 げ る こ とにお く。 障 害 の あ る人 に と って,完 全 な

自立 生 活 を求 め る こ とは 非現 実 的 で あ るか ら,看 護 士 は生 徒 に 対 して,自 分 の

して も ら う介 助 を どの よ うに して 周辺 の 人 に 知 って もらえ ぱ よいか,そ の方 法

を教 育 す る。

看 護 職 員 は100名 以 上 い て,登 録 看 護 婦(士),免 許 の あ る看護 士,リ ハ ビ リ

テ ー シ ョン技 士,お よび付 添 人 な どで あ る。 す べ ての 人 は リハ ビ リテ ー シ ョ ン

看 護 にい って の 強 力な オ リエ ンテ ー シ ョンを 受 け て お り,ま た 彼 等 が 参 画 す る

プ ログ ラムに お い て,常 に専 門度 を高 め て ゆ くた め の活 発 な研 修 をつ づ け て い

る。

理 学療 法(P.T)

理 学 療 法(physicaltherapy)の ス タ ッ フは,生 徒 の基 礎 的 な身 体 操 作 の

上 達 を 目標 と して 自立 的生 産 的 生 活 の た めの 業(わ ざ)の 向 上 を授 け る。 理 学

療 法士 は種 々の体 操.温 熱 お よび 寒 冷療 法,段 階 的 な活 動 力増 進 法,そ の 他 の

機 能 的訓 練 法 を課 し,力 や 協 調 運 動 や ス タ ミナ,あ るい は 自立 力 を増 進 させ る。

療 法 に は 個 人 々 々用,グ ル ー プ用 の両 者 が あ る。 訓 練 の ク ラスに は 重 量 挙 げ,

マ ッ ト体 操,繰 返 し向上 テス ト,車 椅 子 活 動 法 な どが あ る。
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理 学 療法 プ ログ ラムの 実施 の 体 験 か ら生 徒 は 自分 自身 の責 任,自 立,冒 険 意

欲 な どが あ って は じめて 生 産的 な 活 力 の あ る生 活が で きる こ と を意 識 す る。 責

任 感 を鼓 舞 す るた め に は,理 学 療 法 上 の 最終 目標 や,ま た 生 徒 の最 終 目標 は定

め ない の が よい。 生 徒 は 自分 に 対 す る理 学 療 法 プ ログ ラム と 自分 の 障 害 とに十

分理 解 す る よ うに教 え られ る。 問 題 解 決 の能 力 を鼓 舞 す るた めに は,生 徒 の 体

操 訓 練 を介 助 な しに 開 始 させ,介 助 しな い で よい と ころは 自分 た ち 自身 でや る

とい う心構 え をつ くる こ とが大 切 で あ る。 あ る問 題 を解 決 す る と き,そ れ が で

きる とわ か るた め には,時 間 をか け 一 生 懸 命 に す る よ う激 励 す る。 生 徒 は も し

他 の 予 定 が なけ れば 終 日理 学 療 法 室 で動 い てい て も よい。

冒険 意 欲 を高 め るた め に,例 え ば"高 度 の 車 い す 活動"ク ラス で は,生 徒 は

エ レベ ー ター な しに 地 階 に 行 くよ うな,難 か しい 活動 を試 み る。(ど うす る か

?,生 徒 は 車 椅子 か らお りて,車 椅 子 を脇 に支 え なが ら滑 降 す るの で あ る。 生

徒 は また 自動 車,ト ラ ック あ る いは バ ンの 運 転 席 に リフ トを使 わ な い で入 り込

む。 トラ ック の荷 台 に さ え上 るの で あ る。)

この よ うな さ ま ざま な訓練 活 動 が よ り高 い 自立 生 活へ の 道 で あ って,ク ラス

に か も し出さ れ る友達 意 識 が 自己 向 上 を刺 激 す る。

一 般 に い って 理 学 療 法 部 は酷 し く,楽 しい 。 しか も競 い 合 い,そ して 助 け 合

う場 所 で あ る。 友 愛 と酷 しい業 磨 き とが あ る とい う子 とは,生 徒 が お 互 い に他

に 抜 きん 出 よ う と競 い あい,誰 かが あ る新 しい ゴ ール を達 成 した ら皆 で そ れ を

喜 こぶ とい う雰 囲 気 を見 れ ば納 得 し よ う。

作 業 療 法(OccupationaITherapy;O.T)

作 業療 法 の ス タ ッフは 上 の基 礎 的体 技 の 上 に さ らに積 み 上げ 補 強 す る。 もっ

と具 体 的 に は,日 常 生 活 活動 に おけ る体 技 を形 成 す る こ とに 焦 点 を あて る。 同

時 に 生 徒 の職 業 プ ログ ラムに 対 して も,で き る限 り自立 した 作 業 が 可 能 な よ う

に 装 具 な どを適合 させ る こ との 援 助 をす る。

典 型 的 な作 業 療 法 部 の サ ー ビス に は以 下 の よ うな もの が あ る。

・一 般 の運 動 機 能 回 復 プ ログ ラム。 そ れぞ れ の生 徒 の 問題 とす る機 能 力 を高 め
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る よ うな 体 操 や所 作 を選 択 して 行 う。

・包括 的 な 自己 ケア プ ロ グ ラム で ,食 事,衛 生,着 付け,移 動(マ ッ ト,ベ ッ

ド,家 具,洗 面 台,バ ス タ ブ,そ れ か ら 自動 車 な どへ さ らに 車 い す か ら自動

車 へ,自 動 車 か ら車 い すへ 等 。)

・家 内 を整 え る独 りでの 生 活術 。 献 立 と料 理,買 物.洗 濯 そ の他 の 家事 活 動 が,

男 性 に も女 性 に も自立 生 活機 能 を強 化 させ る。

・運 転 技 能 の 評 価 。 自動 車 運 転 能 力 を決 め,必 要 な特 殊装 置の 付 加 ・加 工 を定

め,ま た こ れ らを用 い た シ ミュ レー シ ョン訓練 をす る。(後 の項 で詳 し くの

べ る 自動 車運 転 訓 練 プ ログ ラム参照)。

・上肢 補 装 お よび 自助 具 を用 い た 訓練 と評 価

・知 覚 筋 の 評 価。 職 業 訓 練 に 支 障 し うる部 位 をは っ き りさせ る。

・発達 障 害児 の 評価 と治 療 に関 す る プ ログ ラム

言 語 治 療 と職能 訓 練 サ ー ビ ス

職業,教 育,お よび社 会 的 な 準備 の 成 否 は 個人 の 欲 す る こ とや 興 味 の あ る こ

と を述べ る能 力,指 導 を理 解 す る能 力,他 人 と意 見 をか わす 能 力等 に よって き

ま る。 話 す,聞 く,な どの 言 語 障 害者 は 他 人 との コ ミュ ニケ ー シ ョンが 困 難 な

た めに 充 実 した 生 活 を行 い 得 ない こ とが 多 い 。 ゆ え に個 々人 の コ ミ ュニ ケ ー シ

ョンの 能 力 を効 果 的 に 増 進 す る こ とが言 語 治 療 ・職 能 訓 練 サ ー ビス と しての 治

療 目標 で あ る。

この サ ー ビス はWWRCの10年 以 上 に わ た る運営 にお け る枢 要 な部 門 で あ

る。 この 中 に は 一 日でで きる言 語 職 能 の 障 害 の 評 価 か ら,生 徒 の 当 セ ン タ ー入

所 の全 期 間 に わ た る包括 治 療 ま で各 種 あ る。

話す こ と聴 くこ とにつ いて は 問題 が 微 妙 で未 訓 練 の 生 徒 に は見 落 しの 起 る こ

とが 多 い。 そ こで 新 しい生 徒 は すべ て ス ク リー ニ ン グをす る。 こ う して軽 い 聴

力 障害 者,言 語 理 解 に 問題 の あ る もの,そ の 他の コ ミュニ ケー シ ・ン障 害の あ

る ものが,学 習 環 境 で思 わ ぬ 不 満 をお こす の を防 い で い る。

脳 卒 中 や 脳 傷 害 で生 じた 突 然 の言 語 障 害(失 語 症)の もた らす もの は誠 に 重
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大 で あ る。 この 場合 の コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 回復 の た め に は,失 語 者 に 対 し

で き る限 り早 期 に 集 中 的 な言 語 治療 サ ー ビス を行 う。 この サ ー ビス は 個人 々々

の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンカ の 目標 に合 うよ うに 個人 ベ ー ス と な る。 ま た グル ー プ

"
治 療 も行 って,失 語 者 が そ の障 害 を よ りよ く自覚 し,現 在 の 状態 を理解 す る よ

うに し,目 標 設 定 を少 しず つ 高 め なが ら,コ ミュ ニケ ー シ ョ ンカ を鼓 舞 し,そ

う して社 会 復 帰 の 術 を回復 さ せ て ゆ く。発(構)音 障 害,記 憶 障 害(喪 失),

あ るし(は定 位 力(orientation)障 害 に つ い て もこ こで 治療 を扱 う。 必 要 な

場 合 は 発 音 筋 の再 刺 戟 等 を して,の み下 しや 発 音 の 仕 方 を回復 させ る。

聴 力 障 害 の 生徒 は様 々な コ ミュニ ケ ・一シ ョンの 必要 性 を示 す。 した が って職

能 の 状 態 を常 に把 握 す るた めの 評価 を行 う。 必 要 とあれ ば 補 聴器 の評 価 を し,

どの よ うな もの が 最 も適 す るか を決 定す る。 言 語 治療.読 唇 訓練,職 能 の 改 善

な どの サ ー ビスが 行 われ るが,こ れ は 個 人 々 々の 必 要度 や願 望 に 合 わ せ て 選 択

す る。 生 徒 の 使 う補 聴 器 は 定 期 的 に チ ェ ック して 機 能 状 態 を定 め,効 果 的 な増

幅 が保 証 され る よ う,修 理 も必 要 に 応 じて 行 っ て い る。

WWRCに は 重度 の コ ミュニ ケ ー シ ョン障 害 の ある地 域 学 童が い る。 これ ら

は"話 す"以 前 の 段 階,お よび 重度 の"話 し遅 れ"に 重 点 をか け て 治療 す る。

そ の ほ か,こ の 部 門 に は 聴覚 か らの学 習障 害,智 恵 遅れ に関 連 した 言語 障 害,

発 声 筋 障 害,が ん に よる声 帯欠 損 障 害,ど も り障 害 な どに と り組 ん で い る職 員

が い る。

以 上 の よ うな サ ー ビス を行 って い るが,要 す る にい つ で も誰 で も望 む な らば

よ り能 率 よ くコ ミュニ ケ ー シ ョン を行 う能 力の 増 大 を もた らす とい うこ とで あ

る。

薬局 と滅菌材料 部

薬品お よび滅菌材 の供給サー ビスは リハ ビ リテー シ ョン過程に 関 しては,薬

理学的治療,(自 己)服 薬管理の訓練,一 時帰宅 中や退院後の薬供給継続計画

な どの サー ビスをす る。薬物療法や障害の薬理的処置は,登 録薬剤 師が生徒 の

臨床治療 プログラムに直接介入す るの で非常に強 力に行われる。 生徒 の本 セ ン
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ター 滞在 中 の 医 療 チ ー ム に よる リハ ビ リテ ー シ ョンプ ロセス 意志 決 定 プ ロセ ス

に対 し,薬 剤 師 は チ ー ムの 一 員 と して の意 見 を"入 力"す る こ とが で き る。 ま

た薬 局 は各 生 徒 の 薬 使 用 の 経 過(プ ロフ ィル)を モ ニ タ して お り,合 理 的 な薬

理 治療 経 過 を み るほ か,配 合 禁 忌 防 止や,ア レル ギー反 応 な どの複 作 用 発生 を

抑 え て い る。

生 徒 が薬 や滅 菌 材 等 の使 用 を 自分 で管 理 す る訓 練 をす る こ とを推奨 して い る。

様 々な方 法 で,生 徒 が 自分 の 医薬 品 を 責任 を もっ て用 い る よ う,そ れ らに十 分

知識 を もつ よ うに教 え る。 医 療 ス タフが 判 断 して,生 徒 が 自分 で服 薬 な ど を コ

ン トロール させ る こ と も あ る。 た だ し,多 くの場 合 これ は 段 階 的 に進 め て,完

全 自己 コン トロール に 至 ら しめ る。 この 際,薬 剤師 は生 徒 の 服薬 等 自己 管理 の

段 階 を計 画 し,自 立 生 活 に必 要 な知 識 と術 技 の 習 熟 を援 助 す る。 生 徒 とそ の 家

族 へ の個 別 カ ウ ンセ リン グ も行 って い る。

服 薬 治療 に お け る安 全 性 も強 調 す る。 病 院 部 で は1人1回 分 薬 包1つ とい う

ユ ニ ッ ト配合 制 を行 っ て,誤 用 発生 を防 止 してお り,病 院以 外 の 部 門 に 対 して

は処 方 箋 式 で あ るが 個 人 別の ラペ ル を付 け た 容 器 を用 い てい る。

生 徒 の 将 来 を考 え た薬 療 計 画 もい ま一 つの 大 きな課題 で あ る。 帰 休,卒 業,

退 院後 の 医 薬 品供 給 に つ い て は 使 い 方 の 指 示 や 指導 要 項 を十 分 に行 う。 入 手方

法 や 廉価 購 入法 に 関す る情 報 も十 分 に 与 え て,本 セ ン ターの プ ログ ラムが そ の

とお り継 続 実行 で きる よ うに 努 め る。 退 院 後 お よび 卒業 後 の 生 徒 は いつ で も直

接 相 談 を受 け,ま た 同窓 会 の 刊行 物 等 か ら も情 報 を受 け とる し くみ で あ る。

上 述 の 諸 サ ー ビス は,こ の近 代 的 な=豊富 な物 品 を有す る 当薬 剤 セ ンタ ーに お

い て,登 録 薬 剤 師 お よび 専 門 看護 職 員 が 担 当 して い る。 した が っ て医 薬 品 は 常

に豊 富 な在 庫 が あ り,い つ で も需 要 に 対 応 で き,急 病,救 急 処 置 が 可 能 で あ る。

一般 の 健康 管 理 施設 で は 得 られ ない よ うな特 殊物 品 ,特 殊 処置 を必 要 とす る場

合 で も,こ こ では サー ビ スが 得 られ るの で あ る。
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職 業 前 リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス

職 業前 サ ー ビス はWWRCの 生 徒 が 適 切 な職 業 リ・・ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス

を受 け られ る よ うに,選 択 に つい て援 助 し,ま た そ こに入 った と きに訓 練 過 程

で 生 じう る支 障 を ど う克服 す るか につ い て 指導 して ゆ く。 こ こで は職 業 リハ ビ

リテ ー シ ョンの 評価,そ れ を支 援 す る医 学 的 評価,就 業計 画,オ リエ ンテ ー シ

ョン,予 備 選衡,試 験,職 業 ガ イ ダ ンス,作 業 試 行,仕 事 順 応 等 の 種 々の サ ー

ビスが受け られ る。その他 の特殊 な職業前サ ー ビス が,聴 覚 障害 者 や 脳 損傷 者 な ど

の 特 別 な生 徒 グル ー プに 対 しての プ ロジ ェク トに 沿 って計 画 され る。 この よ う

な特 殊 サ ー ビス は職 業 前 サ ー ビス と他 の サ ー ビス を合 わせ て後 述 す る。

評 価 と職 業 計 画

表題 の サ ー ビス は 生徒 の長 期 職 業 計 画 と リハ ビ リテー シ ョン計 画 に 関 す る情

報 を ケ ー ス マ ネ ジ ャ ーお よび 生 徒 本 人 に 提 供 す る。 もっ と具 体 的 に い うと,

1)そ の 職 業 活 動 に 対 す る本 人の 能 力 と欠 陥につ い て判 然 と理 解 させ る。

2)仕 事 の環 境 を吟味 し,生 徒 の興 味 と能 力 がそ の 仕事 とど う結 び つ くか を示

す 。

3)そ の た め にWWRCの 他 のサ ー ビス の どれ を選 択 して受 け さ せ る。

4)就 労 世 界 に 入 る準 備体 勢 や社 会 一 員 と して の機 能 を 高め るで あ ろ う各種 の

推奨 を行 う,

等 の サ ー ビス で生 徒 を支 援 す るの で あ る。 職 業 リハ ビ リテ ー シ ョン評価 員,リ

ハ ビ リテ ー シ ョン カ ウ ンセ ラー,医 師,学 習 評 価員,心 理 学 者,仕 事 順 応 専 門

員 が 協 力 して.生 徒 の 職 業 能 力獲得 の た め に働 き,指 導 を し,相 談 に の って,

総 合 記 録 を作 成 して ゆ く。

前 に も述 べ た が,WWRCに 入 っ た生 徒 には す べ て ケ ース マ ネ ジ ャーが 付 く。

評 価 と職 業 計 画 の サ ー ビス は,評 価 員 と リハ ビ リテ ー シ ョン カ ウン セ ラーの い

ずれ が 管理 す るか に よ り次 の三 つの コー スが 選 ば れ る。

〔1〕第1コ ー ス:生 徒 には ケース マネ ジャーと して カウ ンセ ラーが 付 く。 マ ネ
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ジ ャーは 数 人の 職 業評 価 員 の 作 成 す る評 価 結果 を受 け る。 この場 合 は,職 業 に

対す る広 汎 な情 報 が得 られ,実 際 の仕 事 に 近 い供 試仕 事 の 経験 を し.ま た複 数

の評 価 員 の評 価 が あ るの で,生 徒 は 自分 の 技 能 と働 く社 会 を試 す 機 会 に 恵 まれ

や す い。

〔2〕第2コ ー ス:一 人 の ケ ー ス マ ネ ジ ャーが 職 業 評価 員 とな っ て,大 部 分 の

評 価 と職 業 ガ イダ ンス を行 う。 この 方法 で は一 般 に 短期 間 で サ ー ビスが 完 了す

るの で,仕 事 の経 験 や 就職 情 報 を あ ま り必 要 と しない 生 徒 に適 す る。

〔3〕こ の第3コ ース は家 庭 生 活 に お け る評 価 が必 要 な個 人 の た め に あ る。 生

徒 の必 要 に応 じ,ま た 職 員 の 事 情 に 合 わせ て 流 動 的 に評 価 シ ス テ ム を準 備 す る。

・オ リエ ンテ ー シ ョン と予 備 選 衡

職 業 前(お よび 他 のす べ て の)サ ー ビス を受 け る と き,生 徒 が そ の環 境 に 気

安 くな っ て い る と大 へ ん よい 結 果 を伴 う。 そ れ ゆ え オ リエ ン テ ー シ ョンが 行 わ

れ る。 職 業 的 評 価 ユ ニ ッ トに入 って くる生 徒 が そ の ユ ニ ッ トの 機 能 や 目的 を熟

知 させ るの が オ リエ ンテ ー シ ョンで あ る。 ここ では 「職 業 的 評価 の あ らま し 」

と題 す る音 声つ きス ラ イ ドを見せ る。職 業 試行 場 所 の 見学,評 価 とは何 な の か

の 質 疑 応 答 時 間 な どが 準備 され てい る。

なお.生 徒 に対 して 仕 事 の 内 容 や 可 能 性 の あ る職種 な どの 知 識 を広 くす る よ

うな職 業 情 報 を供 給 す る。 た とえ ば,当 セ ン ターの職 業 訓 練 場 の見 学,仕 事 や

訓 練 プ ログ ラ ムに い る人 達 の ス ライ ド説 明,お よび 職業 選 択 の と き考 え るべ き

因子 に 関す る質 疑 応 答 な どで あ る。 職 業 展 望 ハ ン ドブ ッ久 職 業研 究 の ガイ ド,

様 々な職 種 や 職 業 内容 の 要 約 を した辞 典 な どが,生 徒 お よび 職 員 用 と して集 め

られ てい る。 これ らを生 徒 が ひ ま を見 つ け て読 み,研 究 す る こ とに よ り,就 職

選 び の こつ を 身 につ け る こ とが で き る。 これ らの情 報 を探 し出 した り読 ん だ り

す るの に 助け を要 す る生 徒 もい る。 興 味 職 種 の 目録(lnterestmventor-

ies)も あ り,適 当で あれ ば 使 用 で き る。 そ して これ らの あ とで生 徒 は 自分 の

職 業 的 興 味 お よび何 を希 望 す るか を 申 し 出 る ことに な る。

職 業 前 サ ー ビス を受 け る だ け の た め に 入 った生 徒 に対 しては,本 セ ン ターの
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他 の サ ー ビスや プ ロ グ ラ ムの オ リエ ンテ ー シ ョン も受 け られ る。

生 徒 の 視 聴 覚,視 覚 認 識 力,学 習 度,知 能 度等 の 初 期 オ リエ ンテ ー シ ョン プ

ログ ラムは ,一 定 の選 別 方 式 を用 いて 敏 速 に 行 わ れ,し か も評 価 プ ロセ スの 確

度 を高 め て い る。

試 験(testing)

グル ー プに よる学 習度 知 能 度 テ ス トが,も し生 徒 がそ れ に適 応 で きれ ば採 用

され る。 しか しそ の 情 報 が 不足 だ とか,グ ル ー プテス トが 不 向 きな場 合 に は 心

理 学 者 が 入 って,個 々の テ ス トを行 うこ とに な る。 も し過去1年 間 に行 った 生

徒 の 試 験 結 果 が揃 って い れ ば,こ れ は 繰 返 さ ない。 ただ し評 価 と職 業 計 画 プ ロ

セ ス に も う少 し情 報 が あ った 方 が よい と考 え られ る場 合 は 別 で あ る。

仕 事 供 試(worksampIing)

仕 事 供 試 の 種 類 は 生徒 の 興 味 ・能 力お よび 身 体 的 頭脳 的 医 学 的 な考 慮 を して

選 択 して与 え る。 仕 事供 試 室 に は こ こで開 発 した もの と商 品 と して購 入 した も

の とが あ る。

こ こで 開 発 した 供 試 仕 事 は,実 際 の仕 事 ま た は訓 練 の過 程 か ら選 ん だ 仕 事 を

課 す る。 これ に よっ て生 徒 はそ れ ぞ れ の職 業 に お け る実 務 の概 念 を獲 得 で き る。

外 か ら購 入 した装 置 に は,JEVS(JewishE汁nploymentandVocatlo-

nalService… … コーダ や人 の 雇 用 と職 業 サ ー ビス),VALPARお よび

VIEWSの 供 試仕 事が あ る。評 価 員 が これ を選ん で仕 事 をさせ,仕 事 動 作 や 仕

事 に 関 連 した所 作 を観 察 す る。 この 試 験 か ら得 た情 報 を他 の 試験 結 果 … …教 育

歴,職 歴,障 害 デ ー タな ど… … に 加 え て 総 合 的 に 種 々の職 業 種 類 に おけ る成 功

度 を推 定 す るの に 役 立 て る。

生 徒 は そ れ ぞ れ 個 人 ベ ー ス で考 察 し,作 業 環 境 に 対 す る適 応 性 や,必 要 な ら

ど う改 良 を加 え るか を検 討 す る。 ま た この 過 程 で 職 業 訓練 サ ー ビス部 へ 各種 療

法,特 殊 教 育,期 間 延 長 な どの 進 言 をす る。
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医学 的 評 価(medicalevaluation)

医 学 的 な 部 門 を経 ない でWWRCに 入 った 生徒 に つ い て は,一 般 医(gen-

eralpractitioner…GP)が 履 歴 を調 べ,評 価 に どの よ うな 医学 的 関 与

が 必要 か を示 す 。 必 要 とな れ ばGPか また は しか るべ き専 門 医 が,医 学 的 な点

か ら職業 活動 上 に 支 障 を起 す か を決 定 す る た め の 身体 検 査 を進 め る。 セ ン ター

に 所 属 す る精 神 科 医,発 話 や 職 能 の専 門 医,OTやPTへ の 紹 介 状 をつ くる。

治 療 は 評価 の期 間 で も開 始 し,他 の どの プ ロ グ ラ ムに 移 って も中断 しな い よ う

に す る こ と も可 能 で あ る。

勧 告(Reco㎜endation)

職業評価報告書 には一連の勧告が含 まれ る。その 内容 は生徒の職業訓練 ・教

育,社 内教育(OJT),職 場 配置への適合性,職 業的 ガイダンス,カ ウセ リン

グ,或 いは特 に保護 され た職 場の要否 などの結果 に関 している。 よく書かれ る

勧告 と しては,生 徒が職業訓 練 または就労 の準備がす むまでに どん な能 力開発

プ ログ ラムが必要かにつ いてである。 これ には特に処方 した職能開発,仕 事 順

応化,就 労意識,社 交性,身 体的回復所見,頭 脳 健康 度所見,障 害克服の所見,

自立技能所見,向 上学 習または 治療学習の所見 な どで ある。 時には活動 向上過

程の成果の再評価勧告 もある。

WWRCの 評価 ・職業 計画のプ ロセスか らの勧告が どの段階か らで も行 われ

る。 これ は保証人及 び生徒が適 切な対応 を定 めるのに役立つ。

仕 事 へ の 順 応(Workadjustment)

これ は職 業 人 と して,ま た 個 人 と しての 発 達 を指 導す る環 境 をつ くるた め に

設 け られ た 一つ の 職業 前 リハ ビ リテ ー シ ョン プ ロ グ ラ ムで あ る。 生 徒 は そ の 障

害 と戦 い なが ら,で き る仕 事 を開 発 し,個 性 や 行 動性 を高 め て,職 業 訓 練 さ ら

に 就 労 とい うス テ ップ を成 功 裡 に 完 了 す る た め の 重 要 な要 素 を育成 す る。

仕 事 順 応 プ ログ ラ ム で は,生 徒 は 時 間 を守 る こ と,端 正 な装 い を維 持 す る こ

と,長 時間 勤 務 能 力 を つ くる こ と,指 導 に よ く従 うこ と,同 僚 ・上 司 と積 極 的
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にか つ 正 し くつ きあ うこ と,… 等 々 を学 ぶ 。 特 に 批 判 を受 け 入れ る こ と,仕 事

能 率 と率 先性 を高 め る こ と,与 え られ た仕 事 を正 し くこなす こ と,独 立 して 仕

事 をす る こ と,責 任 感 を懐 く こ と等 を強 調 す る。

この サ ー ビス に入 る生 徒 に 対 しては 個 人 別 の プ ロ グ ラムが 作 成 され る。 こ れ

を作 成 す るの に は 実 習 カ ウ ンセ ラー,(職 場)仕 事 順応 カ ウ ンセ ラー お よび 同

教 員 が 協 力す る。

この 職 業 前 プ ログ ラ ムに お け る実施 手法 に は,集 中 力の 管理,娯 楽 療 法,視

聴 覚教 育(audio-visualmodeling),演 劇(roleplaying),教 育 的

レク リエ ー シ ョン,個 人 及 び グ ル ー プ カ ウ ン セ リング等 であ る。

職 業 リハ ビ リテ ー シ ョン の 目標 は 生 徒,仕 事順 応 カ ウン セ ラ ー,お よび フ ィ

ー ル ドカ ウ ンセ ラー(fieldcounselor)の 協 力 で設 定 す る。 この 目的達 成

のた め,生 徒 は 再 評価,ま た は試 験 的 な 訓 練 経験 に よっ て最 適 職 域 を定 め て ゆ

く。 この 決 定 に は,生 徒 の 興 味,態 度,能 力 を重視 し,ま た 自宅 周 辺の 求 人 傾

向 を参 考 に す る。 この よ うな 手 法 に よって 生 徒 の 職 業 訓練 あ るい は 更 に就 職 に

必 要 な特 性形 成 を援 助す る。

仕 事 順 応 プ ログ ラムに は 三 つ の 主 要 な段 階 と仕 上げ 段 階 とが あ る。 仕 事 順 応

分 野 に入 って来 た 生 徒 は 第1週 をオ リエ ンテ ー シ ョンに使 う。 この 目的,内 容

は 次 に示す 。

オ リエ ンテ ー シ ョン ニこの 段 階 で先 ず 生 徒 は プ ログ ラム を理 解 し,セ ン ター

の 規 則 を学 び,行 動癖 を修 正 す る。 ま た仕 事 順応 プ ログ ラ ムを受 け て 目標 を形

成 させ る意 義 を学 ぶ。

第1段 階 二この 目的 は オ リエ ン テー シ ョン と仕 事 をす る こ とで得 た 行 動 特 質

を維 持 す る こ とで あ り,指 示 に 従 うこ と,安 全 に 注 意 を払 うこ と,時 間 を守 る

こ と,部 屋 を清 潔 にす る こ と,衛 生 に 気 を配 る こ とな どが 含 まれ る。

第ll段 階:こ の 目的 は 仕 事 の ス ピー ドを高 め る こ と,批 判 を受 容 す る こ と,

同僚 ・上 司 とのつ き合 い を よ くす る,そ う して 自分 の職 業 目的 を固 め るた め で

あ る。 また オ リエ ンテ ー シ ・ンお よび 第1段 階 で得 た好 ま しい 行 動 習 慣 を補 強

す る。

一73一



第 皿段 階:率 先性 を高 め る,仕 事 完 遂 につ い て の 理解 を高 め る,仕 事 の 余 裕

を改 善 す る,試 験 的 訓練 期 間 を完 了す る,こ れ まで の 段 階 で得 た 習慣 や 目標 を

更 に整 固に す る,と い うの が この段 階 の 目標 で あ る。

仕 上 げ段 階(shaping)二 こ こで は特 定 の仕 事,行 動 に 関連す る短 所 な どを

取 り上 げ て,そ れ を補 強 す る こ とに専 心 す る。 普 通 の グ ル ー プ よ り一層 親 密 な

管理 が行 われ る。

行 動修 正 を全 面 的 に行 うこ とに よ り,生 徒 は受 賞 さ れ る。 これ に は補 強一 等

賞,賞 状,賞 品 な どが あ る。 これ らで得 点 をか せ ぐと,家 庭 に ゆ く,町 に ゆ く,

特 別 行 事 に参 加 す る等 の パ ス を も らった り,休 暇,衣 服,衛 生 具 等 々の 授 与 を

うけ た りで きる。

'
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職 業 リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビ ス

職業 訓練 部 の使 命 は障 害 者 生 徒 の就 職 競 争 へ の参 入 援 助 で あ る。 生 徒 は そ れ

ぞ れ の 職 業 訓練 を実 行 して,リ ハ ビ リテ ー シ ョンの 目標 達成 に挑 む 。 仕 事 を遂

行 す るに 必 要 な技備 だ け で な く,適 正 な社 会 的,個 人 的,仕 事 上 の特 質 を獲 得

す る こ とに よ り,生 徒 の 就職 とそ の 継 続 が 実 現 され るの で あ る。 この コー スの

構 成 は,障 害 者 生 徒 の 実 務 的 訓 練 を少 くと も初 心 者 レベ ル ま では す ませ る こ と

を 目標 と して い る。 各 コー ス と も進 度 は 自分 で定 め て よい。 個 人 専 用 で あ り,

そ れ ぞ れ の 能 力 ベ ー ス で進 行 す る。 どの コー ス も入 退 自 由の 立 前で あ る。

β

サ ー ビス の 規模 範 囲

職 業 訓 練

注:一 般記述は訳すが,情 報処理に関連のうすい職業教育プログラムは,名 称,所 要時間の

リス トにとどめた。

職 業 訓練 区 域 は職 種 ガ イ ドブ ック(DOT,dictionaryofoccupat1-

onaltitles)に よ る実 務 説 明 と 申請 資 格 に 応 じて構 成 され る。 この訓 練 に

よ って雇 用 市場 の 要 求 等 に 対 して 生 徒 を紹 介 す る と きに 一 定 の レベ ル を維持 す

る。 職 業 訓練 区域 の 概 要 は,こ の ガ イ ドブ ックに 示 す が,コ ー ス内 容.代 表 的

な 仕 事 の 内 容,コ ー ス に入 る 資格,お よび 雇 用動 向 な どに わけ て ま とめ て 示 す 。

必 要 な 資 料 や物 品 の リス トもある 。 コー ス は 完 全 な 目標 と して,あ るい は 個 人

ベ ース そ の 他 の科 目 と結 びつ け る形 で提 供 す る。 詳 細 は 後 述 す る。

学 習(.日cademiceducations)、'

学 力 向上 の 機 会 も用 意 して あ る 。 読 力,数 学,高 校教 育 法,一 般教 育 等 であ

る。 各 生 徒 は個 人 別 の 学 習 プ ログ ラ ム(IEP.individualeducation

program)を もっ てい る。 詳 細 は 後 述 す る。

運 転訓 練 と交 通 安 全 教 育

有 資 格 の リハ ビ リテ ー シ ョン生 徒 に対 して提 供 す る。 教 室 で の授 業,シ ミュ

レー シ ・ン装 置 に よる 訓練,車 上 教 習 が あ る。 詳 し くは 後 述 す る。
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求 職 術

就 職 応 募 書 類 の書 き方,面 接 の 受 け 方,合 格 し うる求 職 者へ の な り方.な ど

を教 え る。 職 業 獲 得 のた め の 訓 練 を職業 お よび職 業 前 リハ ビ リテ ー シ ョンの生

徒 に提 供 す る。 これ らの 生 徒 は 技 備 を高 め,改 善 して雇 用 競 争 を克 服す る。

実 習 プ ログ ラ ム

周 辺 の雇 用者 の協 力 に よ り,コ ー スの 最 終 の4～6週 間は 実 地 に 配置 す る。

この経 験 に よ り生 徒 に真 の 職 場 に 対 す る不 安 感 を減 らす 一 方,職 業 訓練 も続 け

る とい う利 益が あ る。

処 方 訓練(変 則 的 カ リキ ュ ラ ム計 画)

生 徒 の 中 に は 重 度 の 身体 障 害 また は 脳 障 害 が あ った り,限 定 した 就 業 紹 介 し

か で きな い こ と もあ る。 この 場合 は保 証 人 が 特 定 の 職 業 リハ ビ リテ ー シ ョ ンを

希 望 す る こ とが で き る。 保 証 人 の紹 介 状 の 中 に そ の理 由 を明 記す る こ とに な っ

てい るが,事 前 に 予 期 され る雇 用 側 と相 談 して,こ の処 方 訓練 で よい か ど うか

を確 か め て お くこ とを強 くす す め る。 なお 本 計画 は 方針 変 更 の可 能 性 もあ るか

ら,職 業 訓 練 部 の 部 長 に も事 前連 絡 して進 め て もらい た い。

報 告 書

保 証 人 と生 徒 に は6週 間 ご とに 成績 報告 書 が 送 られ る。 終 了4週 間 前 に は保

証 人 あ て に訓 練 完 了報 告 が 送 られ る。 これ に は技 能,個 人 的 お よび社 会 的 な

練 成 度 に 関 す る総 括成 績 が 記 入 され る。 卒 業 試 験 は 通年6週 間毎 に 行 わ れ て お

り,コ ー スの 所 要 課 目を完 了 した 生 徒 に は 修 了証 明書 を授 与 す る。

訓 練 コー ス の 内 容

各 訓 練 コー ス は 常 に現 在 社 会 に あ う よ う修 正 され て い る。 これ は 雇 用 側 の 商

工 業 界 か ら委 嘱 した 顧 問 委 員会,講 師 の 見 学,お よび プ ロ グ ラム評 価 研 究 な ど

に よ り実行 さ れ て い る。 全 コー ス と も教 員 は 州 教 育局 が 資 格 を免 許 した もの で

構 成 す る。 以 下 の 各 コ ー ス毎 の 説 明 には コ ー ス 内容,履 修 資格,仕 事 の 性 格,

雇 用 展 望 な どが 含 まれ て い る。 履修 料 の リス トにつ い て知 りた い ときは 下 記 に

連 絡 さ れ た い 。

VocationalTrainingDepartment
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WoodrowWilsonRehabilitationCenter

Fishersville,Virglma22939

電 話703-885-9778

訓 練 コ ー ス ※ 所 要 期 間

1・ 」・形 製 品 の 組 立 て,電 気 お よ び 機 械3ケ 月375時 間

2.自 動 車 車 体 修 理12ケ 月1500時 間

3.〃 ブ レ ー キ 修 理5.5ケ 月687時 間

4.〃 フ ロ ン ト エ ン ド メ カ ニ ッ ク(訳 注:車 検 足 ま わ り)

4.5ケ 月527時 間

5.〃 注 油 サ ー ビ ス3・5ケ 月437時 間

6.〃 機 構 部 品 修 理4・5ケ 月562時 間

7.〃 タ イ ヤ 修 理4・5ケ 月562時 間

8.〃 チ ュ ー ン ア ッ プ(訳 注:車 検 電 気 ・機 械 整 備)

7.5ケ 月937時 間

9

0

1

2

3

4

5

6

7
.

&

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

自転 車修 理

建 築,疎 壁 造 り

建 築,乾 壁 組立 て

建 築,電 気 工事 補 助

建 築,鉛 工 補 助(管 工 事)

事 務教 育,簿 記1

〃 簿 記 皿

〃 一般 書 記(ク ラー ク)

〃 書 記(速 記)ス テ ノグ ラフ ァー

〃 書記(タ イ ピス ト)

〃 キ ーパ ンチ オ ペ レー タ

5ケ 月620時 間

12ケ 月1500時 間

9ケ 月1125時 間

4ケ 月500時 間

4ケ 月500時 間

12ケ 月1500時 間

12ケ 月1500時 間

9ケ 月1125時 間

12ケ 月1500時 間

12ケ 月1500時 間

9ケ 月1125時 間

※ 訳 註 以 下 は1ペ ー ジ毎 の 要 目 で あ る。 情 報 処理 関連 は 詳 述 す るが 全 体 を

表 に して ま とめ た 。(19,20コ ース)
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2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

事 務教 育,事 務用 プ ログ ラマ12ケ 月1500時 間

藤 細工(caner)12ケ 月250時 間

〃 皿1ケ 月]25時 間

製 図(機 械)12ケ 月1500時 間

食 品 サ ー ビス,パ ン焼 き補 助8ケ 月1000時 間

〃 カ フ ェテ リヤ 業務6ケ 月750時 間

〃 料理 補 助8ケ 月1000時 間

〃 厨 房 補 助6ケ 月750時 間

〃 サ ラダ造 り6ケ 月750時 間

〃 即 席 料 理6ケ 月750時 間

〃 ウェイ トレス,ウ ェイター(略 式 の)8ケ 月1000時 間

家具 仕 上 げ 作 業6ケ 月750時 間

健康 及 び 屋 内 関連 職 業,病 院 清掃5ケ 月625時 間

〃 〃 室 内清 掃5ケ 月625時 間

〃 〃 看 護 補 助8ケ 月1000時 間

〃 〃 幼 稚 園9ケ 月1125時 間

ラ ジオ,テ レ ビ ジ ョ ン修 理18ケ 月2250時 間

縫 製,標 準 ミシ ンに よる4ケ 月500時 間

縫製,手 直 し12ケ 月1500時 間

〃 手 直 し修理9ケ 月1125時 間

〃 じゅ うたん,カ ー テ ン製作9ケ 月1125時 間

〃 ドレス メ ー カ ー12ケ 月1500時 間

小 形 エ ン ジ ン修 理,機 械6ケ 月750時 間

〃 〃 動 力鋸 機 構6ケ 月750時 間

倉 庫,管 理 事 務(チ ェ ッカ ー)6ケ 月750時 間

〃 在庫 管 理 書 記6ケ 月750時 間

〃 発 注 書 記9ケ 月1125時 間

〃 荷 上 げ 荷 下 し書 記4ケ 月500時 間
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48.室 内 装 飾,家 具12ケ 月1500時 間

49.溶 接,結 合10.5ケ 月1312時 間

50.木 工,箱12ケ 月1500時 間

51.木 工,作 業 場 職 人(shophand)12ケ 月1500時 間

以 上 の う ち19,20の 詳 細 を 以 下 に 記 す(訳 注)。

19.事 務 教 育,キ ー パ ン チ オ ペ レ ー タ

9ケ 月D .0.T')e203.582-0301125時 間

コ ー ス 内 容

英 数 字 の キ ー イ ン グ 速 度 と 正 確 さ

パ ン チ ン グ ,照 合,お よ び 次 の 機 械 に 対 す る 準 備 プ ロ グ ラ ム

IBMO29せ ん 孔 器

IBMO59カ ー ド照 合 器

IBM125カ ー ドデ ー タ レ コ ー ダ

IBM3742デ ュ ア ル デ ー タ ス テ ー シ ョ ン

IBM82ソ 一 夕 ー 操 作

電 話 の 扱 い 方

デ ー タ 処 理 入 門

履 修 資 格

性 行

・時 間 を 守 り ,勤 勉 で あ る こ と,繰 返 し 作 業 を 扱 う の に 堪 え ら れ る こ と,お

よ び き め こ ま か な 作 業 を 好 む こ と 。

健 康 と 身 体 的 適 応 性

・デ ー タ 入 力/キ ー パ ン チ オ ペ レ ー タ は 規 則 正 し い 勤 務 と,隔 離 し た 部 屋 で

の 作 業 に 堪 え る 一 定 程 度 の 健 康 が 必 要 で あ る 。

・視 力 の よ い こ と と ,タ イ プ ラ イ タ と 同 様 な キ ー ボ ー ドを40語/分 の ス ピ

ー ドで 操 作 す る の を 習 得 で き る 程 度 に 上 肢 筋 の 制 御 が で き る こ と
。

x訳 注:DictionaryofOccupationalTitlesの 略
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学 力

・生 徒 は8年 生(中2)の 平均 的読 力が あ るか ,そ れ に達 し得 る能 力 が あ る

こ と。

・よ り低 い読 力の 生 徒 は,学 習 の能 力 に応 じて本 プ ログ ラムの 一 部 に と どめ

る こ と もあ る。

職 務 内容

英 数字 の キ ー に よる デ ィス ケ ッ ト(フ ロ ッ ピー デ ィス ク)か カー ドパ ンチへ

の 入 力 操作 。 原 資 料 か ら カー ドが デ ィス ケ ッ トへ の デー タ転写(そ の 後 は電 算

機 が処 理 す る)

・定数 デ ー タの 字 配 り と複 製 を制御 す る プ ロ グ ラムの 計 画 と準備,ま た は既

製 プ ログ ラム の利 用

・照合 プ ロセ ス にお け る不 正 入 力 の 発 見 と修 正作 業

注:こ の コ ース は新 しい装 置 を使 用す るた め 上 の 記述 は も とのD.0.T.と は

異 な る。

就 職 展 望

・デ ー タ入 力/キ ー パ ンチ オ ペ レ ー タは 製 造 会 社,卸 ・小 売 商社,銀 行,政

府 機 関 等 に 雇 用 され る可 能 性 大 。

成 績 の よい オ ペ レ ー タの雇 用 機 会 は 大 へ ん 多 い。

教 材 な ど

・現 行 の 格 価 シー ト参 照

・図 書 お よび教 育 用 物 品

20.事 務 教 育,プ ロ グ ラ マ,事 務

12ケ 月D .0.T.020.162-0141500時 間

コ ー ス 内 容

デ ー タ 処 理 員 の た め の 会 計 学

デ ー タ 処 理 入 門

プ ロ グ ラ マ の た め の カ ー ドせ ん 孔 操 作

一81一



プ ログ ラマ の た めの ビデ オ 端 末操 作

フ ローチ ャー ト作 成 と計 算機 プ ログ ラ ミン グ論 理

COBOLプ ログ ラ ミン グの 効 率

非 構 造 形 プ ログ ラ ミン グ技 術

COBOLプ ロ グラ ミン グ言語

IBM-376の ジ ョブ制 御 言語 入 門

COBOLプ ロ グラ ムの デ バ ッギ ン グ

構 造 形 プ ログ ラ ミング技術

フ ァイ ル構 成 とア クセ ス手 法

IBMユ ーテ ィ リテ ィ プ ログ ラ ム

仮 想 メモ リ概 念 へ の 入 門

RPG皿 プ ログ ラ ミン グ言 語

●

履 修 資 格

個 性 的事 項

・忠実,時 間 遵 守,手 際 よさ,清 潔 さが 望 ま れ る。

・よい仕 事 習慣 ,強 い 成 功 意欲,ス トレスに 耐 え る能 力等 が 要求 され る。

・責 任 感 強 く,上 司 と緊 密 に仕 事 が で き,ま た 細 心 で あ る こ と。

健 康 と身体 的 適性

・少 くも8時 間座 業 に 耐え る こ と

・音 声 か ,手 書 きや機 械 利 用 で コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 の大 な る こ と。

・正 し く書 くか タイ プ ライ タを使 え るこ と。 また ビデ オ 端 末 や カー ドせ ん 孔

機 に よ リデ ー 多入 力 が で き る こ と。

学 歴

・計 算 機 の技 術 マ ニ ュアル ,プ ログ ラ ムの仕 様,高 度 レベ ル の 計 算 機 プ ログ

ラ ミン グ教 科書 を理 解 す る能 力が 必 要。

・基 本の 事 務 的数 学 処 理 能 力が 必 要

・この コー スの 志 望 者 が上 述 の技 術 を修 得 で き る こ とを証す るた め,次 が 必
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声

要

・高 校 卒 業 す るか らGED証 明 ,あ る いは 同 等以 上 を実 演す る こ と

・WAISで 測 定 した120以 上 の 発 話 能 力

・12年 次(高 卒)の 読 力 と数 学 理 解度(PIATに よる)

・IBMの プ ログ ラ マ適 性 テ ス ト50点 以 上

・SRAの 計 算 機 プ ログ ラ マ適 性 テス ト50%以 上

・聴 力障 害 ,視 力障 害,そ の他 の特 殊 な もの につ い て特 別 な考 慮 をす る。

業 務 内 容

シス テ ム ア ナ リス トの 作成 した プ ログ ラ ミング仕 様書 を用 い て,コ ン ピ ュ ー

タ処 理 をす る ビジ ネス ア プ リケ ー シ ョンプ ログ ラム を設 計 し,書 い て,試 験 し

て,実 行 す る。

雇 用 展 望

大規 模 商工 私企 業,お よび地 方 ・連 邦 政府 機 関

教 材等

現 行 価 格 表 参 照

命

学 習(academiceducation)

一般 事 項

読 み書 き と数 学 の履 修 プ ログ ラムが あ り,訓 練 ・評価 ・治 療 中の 生 徒 が 受 け

られ る。 小 規模 の ク ラス で,入 学 試 験 は しない 。

数 学 プ ログ ラ ムは,た とえ ば お 金 の 扱 い,時 刻 を告げ る,計 量,等 の 日常 生

活 に使 う算 術 初 歩 か ら,三 角 法 や 会 計 術 まで 及 ぶ。

読 み 書 きは,現 用 語 の認 識,就 職願 書 作 成,指 示 の理 解,読 解 力,手 紙 書 き,

つ づ り,語 彙,自 己表 現,学 習 の 要領(skll1)な ど で あ る。

この二 つは生徒が職業訓練に合格 す るのに必要 な読 力と計算 力に大い に関係

す る。

地元高校卒業 に近い生徒に対 しては,卒 業 資格 を得 られ る ような補習教育 を
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す る こ と もで きる。

本 学 習 プ ロ グ ラムに 入 った生 徒 は 「個 人別 教 育 プ ログ ラム 」(lndividua-

lizedEducationProgram)も 受 け る こ とに な る。 これ は 本 セ ン ター の教

員 が地 元 の学 校,施 設,親,お よび 本 人 との 協 力で 個 人別 に作 製 し,実 施 す る。

一般 教 育増 進 プ ログ ラム(GeneralEducationDevelopmentProgr-

am)は 優 秀 な 生 徒 に対 して高 校 卒 業 相 当の 資 格 を与 え る もの で あ る。 履修 資 格

に つ い て は本 セ ン ター のGED試 験 員 に問 合 せ る と よい。

完 備 した 参 考 資料 を含 む図 書 室 が 学 習 部 に あ っ て,月 曜 日か ら金 曜 日ま で午

前8時 よ り午 後4時30分 まで 開 か れ て 生 徒 の 利 用 に供 され る。

履 習 資 格

生 徒 はす べ て 学 習訓 練 を受 け る もの とす る。 個 々につ い て は,職 業 教 育教 員,

セ ン ターの カ ウン セ ラ ー.治 療 士 お よび 同 カ ウ ンセ ラー,あ るい は リハ ビ リテ

ー シ ョン評 価 部 の どこで も面接 を受 け て この 資格 を検 定 して も らえ る。

地元 の カ ウ ンセ ラー も入 学委 員会 に この 学 習 に つ い ての 推 せ ん 意 見 を内 申す

る。

コー ス の期 間

全 コ ース 計画 は学 習部 が 生 徒 の 必 要 度 に 最 もよ く合 うよ うに 「処 方 」して,

プ ログ ラ ムを 選 択 し,ま たそ の 到 達 水 準 を設 立す る。

,

求 職 術(jo`bseekingskills)

概 要

求 職術 コ ース の 目的 は 就 職 合格 者 増 進 で あ る。 職 業 訓 練 お よび 職業 前 訓練 の

場 に 入 る生 徒 は すべ て対 象 とな り,職 業 を 「獲 得 す る 」技 備 を育成 す る。 これ

に よ り生徒 は 競 争雇 用 の現 状 に 対 応 で きる よ うに訓 練 され る。 なお 単 独 の サ ー

ビ ス と して 履 修 す る途 もあ る。

コ ー ス内 容

就 職 口の 探 索,応 募,面 接 な どの 要 領,仕 事 との対 応 を高 く維 持 す る要 領 な

どが この 内 容 の 数 例 で あ る。 面 接 状 況 の ビデ オ テ ー プ,講 義,討 論 形 式 の ク ラ
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ス ル ー ムな どが 本教 育 の 要 素 で あ る。 カ ウ ンセ ラー は生 徒 を励 ま した り,相 談

に の った り して 側 面 か ら支 援 す る。 適 当 となれ ば,例 え ば 卒 業 前 の 面接 を斡 旋

す る等,社 会 復 帰 活動 も進 め る。

履修 資格

・卒 業 が 可 能 と なっ た す べ て の生 徒

・"仕 事 可 能"と 認 め られ たす べ て の 生 徒

履 修期 間

各生 徒 に35時 間 の教 育 が 行 われ る。

声

s

運 転 教 習 と交通 安 全 教 育

概 要

本 プ ロ グ ラ ムは 通勤 そ の 他 の移 動 を 自分 です る とい う,非 常 に 重要 な もの で

あ る。 職 業 訓 練 部 は州 の教 育 局の 認 可 を うけ て この プ ロ グ ラ ム を実施 して い る。

運 転能 力 の評 価 お よび訓 練 はそ れ だ け 受 け る こ と もで きる 。

コー ス 内 容

車 の運 転 が 困 難 な もの に つ い て は作 業 療 法 及 び職 業 訓練 の 専 門 員 が先 ず 評 価

をす る。 そ れ に よ り補装 具 や 車 の特 別 仕 様 を推 め られ る。 次 に教 室 で の講 習,

シ ミュ レ ー タお よび 実車 上 の 訓練 が あ る。

履 習 資 格

・生 徒 は 各 部 の カ ウ ンセ ラー ま たは セ ン ターの カ ウ ン セ ラーに 申込 み,受 付

順 に処 理 さ れ る。 そ う して4ケ 月以 内の 各 種 の 訓練,お よび 機 構 ・車 体 修

理 の コー ス は 優 先 さ れ る。

・情 緒 安 定 で あ る こ と ,満15才8ケ 月以 上の こ と。18才 以 下 で は 親 親また

は 保 護 者 の 同 意書 が 必 要。 裁 判 を受 け た もの は 判 事の 署 名 も必要。

・運 転 免許(初 心者 用 .お よび普 通)の 筆 記 お よび 口頭 試 験 に 合格 す るに 必

要 な知 識 を得 る能 力が な けれ ば な らない 。

・バ ー ジニ ア 州 の 免許 を 望 む18才 以 下 の もの は ,州 法 に よ り全 コー ス 履 修

が 必 要 。18才 以 上 は 車上 訓 練 だ け で も よい。 特 に 規 定 の ない 限 り,シ ミ
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ユ レー シ ョン訓 練 と州の 運 転 マ ニ ュア ル の履 習 も車 上 訓練 とみ な され る。

履 修 期 間

・教 室講 習36時 間

・シ ミュ レー タ訓練14～16時 間

・車 上 訓練 最 短14時 間 ,そ の うち7時 間は 路 上(既 に運 転 歴 の あ る

18才 以 上 の もの は この 限 りで ない)

σ

生 徒実習プ ログ ラム

概 要

この プ ログラムは生徒,セ ンター職員お よび企業が訓練者 の就職 の可能性 を

知 る よい機会 を与え る。地元の雇用者 は職業訓練 コースの最後の4～6週 間の

もの を受入れ る。 これ は生徒が 実務 に対す る不安感 を緩和す るだけで な く,実

務の経験が得 られ ることと,合 否の最終評価に もなる。 また生徒が事務や 生産

の業務に合 うように より適切 な補強ので きる とい う成果 もある。

WWRC周 辺には100以 上の協 力実習先 がある。

コース内容

まず生徒の実習先が 選ばれ,個 々の訓練 お よび作業配属が検討 され る。 プロ

グラムの調整,フ ォロー ア ップ,報 告書作成は訓練部 が相 当す る。

履修 資格

・訓練終 了に近い生徒すべて

・カウンセ ラーまたは教員の認定が必要

履習期間

訓練 残余2ケ 月期 間中の6～8週 間。

兵

訳 者 後 記

この あ と各 種 の 支援 サ ー ビス(研 究 開発.リ ハ ビ リテ ー シ ョン工 学,生 徒 の

レ ク リエ ー シ ョンサ ー ビス な ど)お よび 本 セ ン ターが 特 に 進 め て い る プ ロ ジ ェ

ク ト(脊 損 者 リハ ビ リテ ー シ ョン,聴 覚 障 害 者教 育),そ の 他 の 参 考 情 報 も 記

述 され てい る が,今 回は 省 略 す る。
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資 料218MのPWlに 関 す る 紹 介

重 度 障 害 者 の ため の 計 算 機 プ ログ ラマ訓 練

(本 章 は,上 記 に 関す るIBMのPWIに 関す る い くつ か の 資料 を ま とめ た

もの で あ る。)

1.序

1.1目 的

重 度 障 害者 のた め のIBM計 算機 プ ログ ラマ 訓練 プ ログ ラムは,責 任 あ

る リハ ビ リテ ー シ ョン行 政 機 関 の 中 に,重 度 身 体障 害 者 を計 算 機 プ ログ ラ

マ と して 訓練 し就 職 させ るた め の 自己 維 持 プ ログ ラ ムを確 立す る こ とが 目

的 で あ る。 訓練 と就 職 とい う 目的 を達 成 す るた め に,IBMは 各 地 域 社 会

に お け る産 業,教 育,リ ハ ビ リテ ー シ ョンお よび 障 害者 セ ク タに 参 加 して

も らう方 法 を と る。IBMは 地 域 の リハ ビ リテ ー シ ョン行政 機 関 と共 同 し
`

て 地 域 社会 の 資 源 を 活 用 し,全 プ ログ ラムを 作 り上 げ る こ とを援 助 す る。

プ ログ ラ ムに は,訓 練 生 の 募 集,選 抜,評 価 お よび他 者 との競 合 の 中 で修

了 生 を計 算 機 プ ロ グ ラ マ と して就 職 させ る こ とが 含 まれ る。

1.2沿 革

ア メ リカで は,障 害者 の リハ ビ リテ ー ジ ョン と再雇 用 は 次の よ うな理 由

で困 難 で あ った。

① 産 業 に 必 要 な職 能 訓練 が 行 わ れ てい な い(時 代 遅 れ で あ る)。

② リハ ビ リテ ー シ ・ン カ ウ ンセ ラは 産業 人 を敵視 しが ちで,ア プ ローチ

の 方 法 を知 らな い 。

③ リハ ビ リテ ー シ ・ン カ ウ ンセ ラ は求 職 活 動 の 訓練 を受 け てい な い。

④ 産 業 人 は 障 害 者 を雇 うこ との 意 味 を知 らず,そ の マ イナ ス 面の み を見

て 防御 的 に な る。

この 問 題 を解 決 す る一 つ の方 法 と して,リ ハ ビ リテ ー シ ・ン界 と産 業 界

が 提携 協 力す る こ とが 考 え られ た 。 これ に よ って リハ ビ リテ ー シ 。ン側 に

は 障 害 者 の仕 事 を,産 業側 に は 適 格 な 良 く訓 練 された 被 雇 用者 を供 給 し,

互 い の 必 要 を補 い合 え る。 この 概 念 は連 邦政 府 プ ロ グ ラム と して公 式 化 さ
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れ,産 業 協 同 プ ロ ジ ェ ク ト(ProjectswithIndustry.略 語PWI)

と よば れ る。

PWIは1970年 代 初 め に,IBMが リハ ビ リテ ー シ ョンサ ー ビス 局

(RSA,当 時 の 保 健 教 育 福 祉省 に属 す る)と 当時 の ヴ ァー ジニ ア州 公 共

福 祉 職 業 リハ ビ リテ ー シ ョン部 に協 力 した と きか ら始 ま った。 この初 期 段

階 で はIBMが 資金 を全 額 負 担 した。 初 期 段 階 の 目的 は 前 記の 訓練 プ ログ

ラム を確 立 す るの に 必 要 な手 順 を 開 発す る こ と,.お よび この プ ロ グ ラムの

概 念 を さ らに広 め る た め の原 形 とな る公 開実 験 プ ロジ ェク トを設 立 す る こ

とで あ った。 この よ うな プ ロ ジ ェク トが ヴ ァー ジ ニ ア州 フ ィ ッシ ャー ビル

の ウ ッ ドロー ・ウィル ソン ・リハビ リテー ショ ンセ ン ター と,カ リフ ォル ニ ア

州 バ ー ク レイの 自立 生 活 セ ン ター に設 立 され た 。

カ リフ ォル ニ ア の プ ロ ジ ェク トで地 域 の 産 業 評 議 会(BusinessAdv-

isoryCouncil)が 有用 で あ る こ とが 明 らか に な った 。 そ れ まではIB

Mの 技 術 援 助の み で 十 分 と考 え られ て い たが.地 域 産 業 界 が 能 力 と熱 意 を

示 し,産 業 評 議会 こそ が と るべ き道 で あ るとい うこ とに な った6こ れは 地

域 管理 の も とで の 自 己維 持 プ ログ ラ ム とい う最 初 か らの 概 念 と も一 致 して

い る。

カリフォルニア ・プロジ ェク トの 最 中 にRSAの フ レ ミン グ氏(Mr.Tom

Fleming)が この協 力 関 係 を継 続 す る こ とをIBMに 申 し出,以 後 発展 を

続 け て今 日に 至 っ て い る(1982年 末 で22の プ ログ ラ ムが 活 動 中 で あ り,

他 の い くつ か が設 立 中)。

新 た な プ ロジ ェ ク トが 設 立 さ れ,経 験 が蓄 積 され るの に 伴 ない,い くつ

か の 変 化 が 生 じた 。 現在 はIBMの み で な く,IBMとRSAが 資 金 を提

供 す る よ うに な った。 さ らに 進ん で 産業 界の み が 資金 を 出 し管 理 運営 して

い る所 もあ る(ス タム フ ォー ド,Stamford)。1976年 に ペ ン シ ル バ ニ

ア大 に プ ロ ジ ェク トが 設 立 され,IBMとRSA以 外 の 第 三 者 が リー ダー

シ ップを と り うる こ とが 示 され(依 然 と して産 業 評議 会 の 指 導 を受 け るが),

そ の後 多 くの プ ロジ ェク トが 大学 に 作 られ た。1978年 に これ らの プ ロジ
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エク トが 集 ま って デ ー タ処 理 リハ ビ リテ ー シ ョンプ ログ ラム協 会(Asso-

clationofRehabilitatlonPrograminDataProcessing,

ARPDP)と よぶ 全 国 組 織 を作 った。

初 期 に はIBMが プ ロ ジ ェク トに 全 体 に深 く関与 して いた が,現 在 では

触 媒 の 働 きをす るの み で,開 始 に産 業 評 議会 設 立 を助 け,後 は必 要 な と き

の み 援 助 を行 う。

1.3特 徴

他 の 多 くの職 業 リハ ビ リテ ー シ ョン訓 練 と異 なる二 つ の主 な点 は,

① 訓 練 が 雇 用者 の 現在 の 要求 を満 たす よ うに 計画 さ れ,か つ 修 了生 が 地

域 の 雇用 者 に よって 定 め られた 雇 用 基 準 を満 足す る こ とを保 証 す る た め

に,商 工 業 の 信 頼 で きる 管理 職 の会 議(産 業 評議 会)が 監督 権 を もっ て

い る こ と。

② た だ 一 人 の 個 人 が 責任 を もって,研 修 生 が 修 了時 に た だ ち に働 け る よ

うに,必 要 な サ ー ビス をす べ て 供給 す る こ と。

2.規 範

IBMの チ ー ムは,プ ログ ラ ム を発 展 維 持 す るための 規 範 を作 成 した。 こ

の 規 範 は,職 業 リハ ビ リテ ー シ ョン,教 育 訓 練,産 業各 セ ク ター との 活 発 か

つ 継 続 的 な協 力 に基 づ い てお り,そ れ ぞ れ が プ ロ グラム の 中 で固 有 の機 能 を

果 た す よ うに な っ てい る。 これ は 硬 直 した もの で は な く,個 々の プ ログ ラム

に よ っ て変 わ り うる。 各 セ ク ターは 以 下 の 責 任 を負 う もの とす る。

2.1リ ハ ビ リテ ー シ ョン行 政 機 関

① プ ログ ラム に対 す る 資金 提 供

② プ ログ ラ ムの 管理

③ 訓 練 組 織 の 選択

④ 研 修 生 の 募 集 お よび選 抜

⑤ 求 職 お よび 就職 活動

2・2産 業 評 議 会

① 指 導
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② 研 修 生 の先 行 必要 条 件 の 指 定

③ 訓練 到 達 目標 の決 定

④ 訓 練 コー スの 吟 味 お よび認 可

⑤ 技 術 訓 練 補 助(客 員 講 師,現 場 訪 問)

⑥ 職 業人 心 が まえ 訓 練 の 補 助(た とえ ば,職 さが しの 技 法)

⑦ 研 修 生/プ ログ ラムの 評 価 と認 定

⑧ 就職 補 助

2.3訓 練 施 設

① 訓練 用 ス ペ ー ス,設 備 等

② カ リキ ュ ラム作 成(産 業 評 議会 の 補 助 を受 け て)

③ 教 育

④ 研修 生評 価

⑤ 就 職 相 談

2.4強 調 点

この 規 範 で 強 調 すべ き点 は,ま ず 第 一 に 産 業 界 が しば しば 活発 に 関 一与す

る こ と で あ る。 産 業 界 が 産業 評 議 会 を通 じて 地 域産 業 の 要 求 を 明 らか に し,

そ れ を満 た す よ うに 訓練 プ ログ ラムが 作 成 され る。 産 業 評 議 会 が,研 修 生

が あ らか じめ 満た す べ き必 要 条 件 を指 定 し,訓 練 の 目的 を定 め,カ リキ ュ

ラ ム策 定 を助 け 予 定 に 従 って研 修 生 お よび プ ロ グ ラ ムの進 行 を評 価 し,修

了 生 の 就 職 を直接 補 助 す る。 この よ うに して産 業 評 議 会 は 修 了 プ ログ ラマ

の 能 力 をた しか め,訓 練 プ ログ ラ ム(9～10ケ 月,1日 当 り6～8時 間)

の 初 め か ら終 わ りま で 管理 して い る とい う意 識 を もつ よ うに な る。 こ の結

果,産 業 が 見せ か け で ない 真正 の 求 人 を修 了 生 に 対 して 行 う よ うに な る。

産 業 評 議 会 の 全 メ ンバ は,1ケ 月 あ るい は2ケ 月 お きに集 ま り,ワ ー キ

ン グ小 委 員 会(カ リキ ュラ ム,評 価 な どの)は1ケ 月 に2回 な ど,必 要 な

だ け 会 合 を もつ。 また,各 委 員 は 客 員 講 師 と して教 室 に招 かれ る(と きに

は 週 に 一 回 も)。 この よ うに 産 業 界 が 訓 練 プ ログ ラ ムの あ らゆ る 面 に 深 く

関 与 す る ことに よ って,修 了 生 は デ ー タ処 理 業 界 に入 りや す くな る。
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第 二 に,地 域 の リハ ビ リテ ー シ ョン行 政 機 関が,責 任 を もって,訓 練 プ

ログ ラム お よび研 修 生 に 対 して 支援 サ ー ビス を行 う。 この サ ー ビス とは,

住 宅(必 要 な所 では),自 動車 運 転訓 練,特 殊 な補助 機 器,身 体 的 お よび

情 緒 的 治療,施 設 変 更 お よび 感 受 性訓 練 に 関す る産業 界 に対 す る相 談 サ ー

ビス な どで あ る。

第 三 に,訓 練 団体 は 産 業 評 議会 と密 接 に協 力 して,修 了生 が 就 職 後 ほ と

ん どた だ ちに 生産 的 とな る よ うな 職 業 指 向 の 訓 練 を 行 う。 多 くの 訓 練 プ

ログ ラ ム では,見 習 制 を採 用 し研 修 生 を作 業環 境 に4～8週 間派 遣 して,

雇 用 に 備 え させ る。 訓 練 団体 は 大 学 を初 め と して独 立 した リハ ビ リテ ー シ

ョン セ ン タ ーに ま で 及 び,産 業 評 議 会 に よる評価 手 順 に よ って訓 練 能 力が

保 証 さ れ てい る。 この プ ログ ラム に よる訓 練 は 高 く評 価 さ れ て お り.研 修

生 に 単 位 を与 え る大 学 もでて きた 。

3.IBMの 役 割

この訓 練 プ ログ ラム を確 立 す る際 のIBMの 役 割 は,地 域 社会 資 源 を集 め

る こ と,お よび プ ログ ラ ム を継 続 す るた め に 十 分 な地 域 社会 の 関心 と リー ダ

ー シ ップが 保 証 され る ように プ ログ ラ ム を構 成す るの を助 け る こ とで あ る。

IBMは この 点 に 関 して,産 業 お よび デ ー タ処 理 業 界 内の 地 位 に よる,他 に

類 を見 な い能 力 を もっ てい る。

IBMは 起 爆 剤 または触媒 として働 き,地 域 の リー ダー シ ップの もとに 地域

の リー ダ ー シ ッ プの もとに地 域 の要 求 向 け の地 域 の プ ログ ラム を作 る こ と を

目的 と して い る。 育 ち始 め た プ ログ ラ ムを成 熟 させ るた め に 知識 や 経 験 を提

供 す るが,実 際 の管理 に は 直接 介 入 しな い。

この プ ログ ラムの 規 範 を適 用す る 過程 でIBMの 現 場 チ ー ムが 行 うこ とを,

次 に列 記 す る。

① 新 しい プ ロ グ ラム を発展 させ る の に 成 功 しそ うな場所 を選ぶ 。

② 個 人 的 接触 に よ り地 域 の リハ ビ リテ ー シ ョン行政機 関 の 関心 を知 り,そ

の 支 援 を得 る。

③ 次 の こ とに よって プ ログ ラ ムの成 否 の 可 能性 につ い て 地域 社 会 を評 価 す
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る。

産 業.リ ハ ビ リテ ー シ ョン.教 育 各 セ ク ター に 面接 し,概 念 を提 示 し.

参 加 を要請 す る。

地 域 社会 内の 接 触 に よって,研 修 生 候 補者,就 職 先,訓 練 施 設 の有 無 を

知 る。

④ 地 域 の リハ ビ リテ ー シ ョン行政 機 関(全 体 の 指 令 を発 し,研 修 生 を供 給

し,研 修 生 とプ ログ ラム を支援 す る)と と もに,プ ログ ラム開 始 の 計 画 を

立 て る。

⑤ プ ロ グ ラ ム参 加 者(リ ハ ビ リテ ー シ ョン行 政 機 関,産 業 評 議 会,訓 練 施

設)の 役割 と責 任 を決 定 す るの を助 け る。

⑥ 最 初 の 研 修 生 の 訓 練 を 行 い,こ れ ま でに 考 え られ,進 行 中の プ ログ ラ

ムで 用 い られ てい る選 抜 基 準 を提 供 す る(リ ハ ビ リテ ー シ ョンに よって 考

慮 の 対 象 と なる障 害 が決 ま り,研 修 生 の 候 補 が あげ られ る)。

⑦ 新 しい プ ログ ラ ムの 中心 人 物 が す でに 進 行 中の プ ログ ラム を見 学 で きる

よ うに 手 配 す る。

⑧ 教 師,設 備,訓 練 教 材 を提 供 す る訓 練 機 関 を決 め,そ の 協 力 を得 る こ と

に よって 訓練 の 準 備 を整 え る。 訓 練 は い ろ い ろ な 機 関 で 行 わ れ る。 た と

え ば 州 立 職業 リハ ビ リテ ー シ ョン施 設(ウ ッ ドロー ・ウィル ソン ・リハ ビ リテ

ー シ ョン セ ン ター) .大 学 お よび 単 科 大 学(ペ ンシル バ ニ ア大 学),私 立

非 営 利 機 関(自 立 生 活 セ ン ター),私 立 職 業 リハ ビ リテ ー シ ョ ン施 設(コ

ネ テ ィカ ッ ト州 ニ ュー ヘ ブ ンの イ ー ス ター シール ・グ ッ ドウ ィル ・イ ンダ

ス トリー ズ セ ン ター)な ど で あ る。 そ れ ぞ れ の 訓 練 プ ログ ラ ムの正 確 な性

質 は,地 域 の デ ー タ処 理 業 界 が 指 定 す る職 能 要 求 に よ って決 ま る。IBM

は この 指定 過 程 に刺 激 を与 え,コ ー スの 概 要,文 献,コ ー ス の期 間,組 織,

内 容,方 法 な どに つ いて す で に 進 行 中の プ ログ ラムの情 報 を提 供 す る。

⑨ 次 の こ とに よって 産 業 評 議会 を組 織 す る こ とを指揮 す る。

地 域 の リハ ビ リテ ー シ ョン行 政 機 関の 参 加 を得 て,す ぺ ての 関係 者 の 集

会 を招 集 し,議 長 を得 るの を 助 け る。あ る場所 では,バ ンク ・オブ ・アメ リカ,
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ファイアメンズ ・ファン ド・ア メ リカン,ロ ッキ ー ド,デ ル モ ンテ,ハ ネ ウ ェル

ル,NCR.ボ ーデ ンな ど を含 む52も の 会 社 が 参 加 した。

産 業 評議 会 の組 織 的,機 能 的概 念 を提示 し,産 業 評 議会 が 責任 を果 た し

うる ように組 織 す るの を助 け る。

⑩ 就 職 を含む プ ロ グ ラムの あ らゆ る面 で,要 求 に 応 じて あ る い は様 子 を 見

て い て,絶 え ず 支援 す る。

⑪ 新 しい プ ログ ラ ム を支 援 す るた め,ま た プ ログ ラム間 で 情 報 交換 を行 う

た め,追 跡調 査 とデ ー タ収集 を行 う。

4.成 果(1982年 末 に お け る)

4.1プ ロジ ェク ト活 動

1982年1月 か ら12月 ま での 間 に二 つ の 新 プ ログ ラムが 始 ま り,公 式

に 研 修 生 を訓 練 して い る。

フ ロ リダ州 タ ンパ ベ イ アビ リテ ィーズ ・リハ ビ リテ ー シ ョンセ ン ター

フ ロ リダ州 マ イ ア ミC/SALL

こ の他 に シン シナ チ の プ ロ グ ラムが オ ハ イ オバ レー ・グ ッ ドウ ィル ・イ ン

ダ ス トリーズ に移 行 した 。

現在22の プ ログ ラ ム が 障 害 者 を 計 算 機 プ ロ グ ラマ とす る訓 練 を実 施

中 で あ り,4つ の プ ログ ラ ムが 計 画 中 であ る。

フ ロ リダ州 オ ー ラ ン ド,ニ ュー ヨー ク州 ニ ュー ヨ ー ク,ニ ュー ジ ャー ジ

州 ハ リソ ン,ペ ン シル バ ニ ア州 ピ ッツバ ー グ(、図4-1,表4-1)。

4.2結 果

この 訓練 プ ログ ラ ム開 始 か ら1982年 まで の 成 果 が 図4-2,表4-2

に ま とめ て あ る。 この 表 か らわ か る よ うに,1973年 に訓 練 を開 始 し,

1974年 に 最 初 の ク ラス の6人 が修 了 した 。 そ れ 以 来 す べ て の 点 で加 速 的

'
な増 加 が 見 られ る。 た とえ ば 過 去3年 間 で.活 動 してい る プ ロジ ェク トは

2倍,修 了 した ク ラスは 約3倍,修 了生 と就 職 者 は3倍 以 上 に な ってい る。

就 職 率 が や や 低 下 して し(る こ とが 問題 で あ る。1982年 は ア メ リカの 経

済 状 態 悪 化 に よ り多 くの 会 社 が特 定 の 必要 の た めの 人 しか 雇 わ ず,ベ テ ラ
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ンの プ ログ ラマが 解 雇 さ れ て あ まっ て い た ので.初 級 プ ロ グ ラマ の 需要 が

少 なか った。 した が って,1982年 度 の修 了生 は,年 末 まで に62%し か

就 職 で きなか っ た。 経 済が 好 転 すれ ば就 職 口は 増 え るが,経 験 に よ る と働

い てし(なレ・期 間が 長 い ほ ど職 を見 つ け るの が困 難 に な り,1982年 度 の修

了生 の 多 くは修 了 後6ケ 月か そ れ 以上 経 って い るの で 就 職 率 は90%に も

ど らず,79%と 予 想 され る。1983年 には 以 前 の85～90%の レベ ル に も

どるで あ ろ う。

4.3就 職 した 修 了生 の 収 入

就 職 初 年度 の 平 均 値 の 推 定 で(1981年),15,500ド ル で あ る。 この 値

に基 づ き,支 援 コ ス トと税 金 を考 慮 して計 算 す る と,修 了生 は59週 で,

訓 練 お よび 就 職 に 要 した 費用 を払 い 戻 す こ とに な る。 表4-3に こ の コス

トベ ネ フ ィ ッ ト分 析 を示 した 。715人 の就 職 した 修 了 生 がす べ て15,500

ドル かせ ぐとす る と,12ケ 月間 の 全 収 入 は1100万 ドル とな る。

4.4産 業 の 関 与

産 業 評 議 会 をす べ て合 わせ る と,400以 上 の デー タ処 理 関 係 の メ ー カ と

ユ ー ザが 出席 し個 人 で教 え る と500人 以上 の デ ー タ処 理 の プ ロフ ェ ッシ ョ

ナル が 出席 す る。 産 業 評 議 会 に 加 わ って い る会 社 の 一 部 を表 に した(表4

-4) 。

4.5デ ー タ処理 リハ ビ リテ ー シ ョン プ ログ ラ ム協 会

上 記 の 協 会 は第4回 年 次 大 会 を1982年5月 に ア トラ ン タで開 い た 。 第

5回 は1983年5月 に ニ ュー ヨー ク で開 催 の 予 定 で あ る。

4.6派 生 プ ログ ラム

計 算 機 プ ログ ラ マ以 外 の 訓 練 プ ログ ラム を設 け る所 も生 じて きた 。

オ ハ イ オ州 コ ロ ンバ ス デ ー タ入 力,計 算 機 操 作

・ イ ンデ ィアナ 州 イ ンデ ア ナ ポ リス ワー ドプ ロセ シ ン グ,デ ー タ入

力

ニ ュ ー ヨー ク州 ロ ング ア イ ラ ン ド 電 子 技 術 者

ペ ン シル バ ニ ア州 フ ィラデ ル フ ィア 計 算 機 操 作
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これ らの プ ログ ラム は,プ ログ ラマ訓 練 ク ラス に は 適 格 で ない障 害 者 を

受 け 入 れ る こ とが で きる。

5.研 修 生 候 補 者 の 条 件

研修 生 候 補 者 の 選 抜 基 準 は大 部 分,客 観 テ ス トの 結 果 と履 歴 の 評 価 で あ る

が,こ れ だ け で は 不 十 分 で面 接 と観 察 が 必 要 で あ る。

知的,情 緒 的,身 体 的特 性 が,長 期 の複 雑 か つ 技 術 的 な ク ラスに お け る訓

練 に耐 え,プ ログ ラマ と して 成 功 し うる者が 適 格 者 で あ る。 学 校 や 職 場 の成

績,ま た 現 在 の 熱 意,動 機 が 成 功 を期 待 し うる もの で あ る こ とが望 ま しい。

しか し,こ れ らが す べ て 満 足 され るこ とは ご くまれ で あ って,総 合 的 に判 断

して受 け 入 れ あ る い は拒 否 に つ い て最 良の決 定 を下 す 。

迷 う時 に は 受 け 入 れ る。 正 式 な プ ログ ラ ミン グ コー ス の始 ま る 前 に一学 期

の 「デ ー タ処 理 序 論 」が あ り,そ の間 に さ らに 評 価 で きる か らで あ る。 受 け

入 れ られ た す べ て の 学 生 に 一 学期(2～3ケ 月)間 は 条 件 付 き受 け入 れ で あ

る こ とを了 解 させ てお く。 この 間 に研 修 生 が プ ログ ラ ミン グは 自分 に合 わ な

い と思 うか も しれ ず,プ ロジ ェ ク トの 側 で そ の学 生 は成 功 の見 込 み が ない と

判 定す る こ と もあ りう る。

プ ログ ラマ訓 練 研 修 生 の 選抜 基 準 を便 宜 の た め5っ の カテ ゴ リーに分け る 一

知的,情 緒 的,身 体 的,環 境 的,履 歴 的。 この 中 で は知 的 要 素 が もっ と も重

要 で あ る。

5.1知 的 要 素

知 能 指 数 が 平均 以 上(110以 上)で なけ れ ば な らない。 オ ー テ ィス

(OTIS),ワ ン ダ ー リク(WONDERLIK),ウ ェ シ ュ ラー(WESC-

HLER)な どの テ ス トで 測 定 す る。 他 の もの で も よい 。

読 解 力 は12グ レー ド発達 規 準 を満 た さ なけ れ ば な らない 。 ピー ボデ ィ

個 人アチーブ メン トテス ト(PeabodyIndividualAchievementTest

PIAT)が 適 当 で あ る。 技 術 参 考 書 を研 修 中 も就 職 後 も読 ま な けれ ば な ら

ない の で,読 解 力は 重 要 で あ る。

分 析 力 と プ ログ ラ ミン グ適 性 が 十 分 で なけ れ ば な らな い。SRA計 算 機
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プ ログ ラマ適 性 テス ト,(SRAComputerProgra㎜erAptitude

Battery),WOLFE"適 性 評 価 テス トー プ ロ グ ラ ミン グ"(WOLFE .

"'A
ptitudeAssesmentBattery-Programming"),プ ログ ラ

ミン グ適 性 バ ー ガー テ ス ト(BergerTestofProgrammingApti-

tude)を 用 い る。 通 常,地 域 の 産 業が 使 って い る もの を選 ぶ。

SRAと バ ー ガ ー テ ス トは 時間 制 限が あ るの で,身 体 障 害 に よる遅 れ を

酌量 しなけれ ば な らな い。 制 限 時間 の 終 わ りま で に で きた 部 分 をチ ェ ック

し,そ の あ と無 制 限 に や らせ る この二 つ の 点数 に よっ て,そ の人 の真 の 点

数の 範 囲が わ か る。 テ ス トの 監督 者 か ら障 害 の 程度 とそ れが 点数 に及 ぼす

と思 わ れ る影 響 に つ い て 述 べ て も らう必要 が あ る。 障 害 が大 き くて答 を記

録 す る こ とが で き ない な らば,テ ス ト監 督者 が,ヒ ン トを与 え ない よ うに

注意 して,答 を"善 い"て もよい。 この場 合 制 限 時 間 つ きテス トはか な り

有 効 で あ る。

WOLFEは 時 間 無制 限 で あ って,答 を書 け る限 り問 題 は 生 じな しa。書 け

ない ときは,5時 間 もか か るの で この テ ス トを使 うの は 不 適 当 で あ る。 こ

の テ ス トは 評 価 の た め製 作 者 に返 送 され る。 結 果 の 分 析 には,原 点 数,パ

ー セ ン ト指 数 ,勧 告 が 入 って い る。 勧 告 が主 体 とな る。 最 近,短 縮版 が 利

用 で きる よ うに な った。

5.2教 育

高校 卒 あ る い はGED証 明書 に よるそ れ と同 等 の 実 力が 必 要 で あ る。 こ

れ は 知 的 能 力 の 指 標 では な いが,将 来 の雇 用 者 が 要 求 し,他 の プ ログ ラマ

(ふ つ う単 科 大 学 卒)と うま くや って い くの に好 都 合 で あ る。 代数 の初 歩

の 生 きた 知識 が あ る と大 い に 助 け に なる。 問題 分析 が プ ログ ラマの 卵 に と

っ て もっ と もむ ず か しい が,そ れ を理 解 す るの に有 用 だ か らで あ る。

5.3情 緒 的 要 素

障 害 とい う現 実 を受 け 入 れ る こ と,お よび 新 た な職 業 に 就 い て働 こ うと

い う意 志が 重 要 で あ る。 プ ログ ラ マ訓 練 は困 難 で,と きには 強 い欲 求 不 満

が 生 ず る。 被訓 練 者 が集 中 して この 問題 を克 服 で きなけ れ ば,訓 練 で も仕
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事 で も成 功 しな い。

訓 練 が 困難 なの で,成 功 しよ うとい う意 欲 が きわ めて 重 要 で あ る。 好 き

か ど うか や って み よ うとい う人 は 脱 落 す る。 持 久 力 が肝 要 で あ る。

忍耐 力 と快 活 な 性 格 が 教 室で も職 場 で も重 ん じ られ る。 どの ク ラス に も

さ ま ざま の 障 害者 が お り,さ ま ざまの能 力 の人 が い るか ら,ク ラスの あ る

者 は 次へ 進 ん で よい が,他 の 者 は 前 の こ とが わか っ てい な い ことが しば し

ば あ る。 お互 い の 寛 容 が 大切 で あ り,不 愉 快 な 態度 行 動 や 感 情 の爆 発は ゆ

るされ な い。 プ ログ ラマ が,仕 事 を よ く知 って い る人か らや るべ き仕 事 の

説 明 を うけ た が,完 全 に は理 解 で きない,と い う よ うな と きに は,類 似 の

ス トレス が職 場 で も生 ず る。 この よ うな場 合 は 外交 術 が 役 に立 つ。

5.4身 体 的 要 素

3～6ケ 月後 に8時 間 に な る とい う予 想の もとに最 初 に少 くと も6時 間

の 労働 許 容 限度 が 必 要 で ある。

訓 練 プ ロ グ ラ ム終 了 まで に通 勤 で き る能 力 を確 保 しなけ れ ば な らな い。

公 共 交 通 機 関,標 準 あ るい は特 別 装 備 自動 車,便 乗 な どの い ず れ で も よい 。

電 話 で 会 話 で き る こ とが 望 ま しい 。 自動 ダ イ ア ル 回 し器,マ イ ク,ヘ ッ

ドフ ォー ンな どが 利 用 で き る場 合 もあ る。 いず れ にせ よ,電 話 で質 問 し,

指示 説 明 を受 け る能 力が要 求 され る。

あ る程度 タ イ プす る能 力 が 必須 で あ る。 速 度 は 問題 で な いが,あ る程 度

の正 確 さ の 方 が 重 要 で あ る。 タイ プ ライ タ,計 算機 ター ミナル などがプ ログ

ラ ム を記 録 す る の に 使 わ れ るか らで あ る。 一 本 指,マ ウス ス テ ィ ック.ペ

ツ グな ど どの よ うな手 段 で もよい 。

手 書 きは 望 ま しい が 不 可 欠 で は な い。 他 人 に 書 い て も ら うか,前 述 の タ

イ プな どの 機 械 が 使 え る。 ブ ロ ック ダ イ ア グ ラ ムは 手 書 きが 一番 簡 単 だ が,

代 替 法 が あ る。 プ ログ ラ ムの文 書 化 は手 書 き,タ イ プ,口 述 筆記 の い ず れ

か で行 え る。

プ ロ グ ラ マ の 参 考 文 献 は本 か ル ーズ リー フの形 な の で,そ れ らを もち

上 げ,ペ ー ジを め くる能 力 が あ る と有 利 で あ る。
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5.5履 歴

以 前 に働 い た こ とが あれ ば 作 業 成 績 書 が評 価 の 重 要 な部 分 と なる。 人が

何 をす る で あ ろ うか とい う こ との もっ と もよい 指標 は す で に何 をや ったか

で あ る。 働 い てい る期 間 が 短 い か,ま った くなけ れ ば 作 業 成 績書 の 中に教

育 歴 も含 まれ て い るか ら,安 定性,意 欲,熱 意,協 調 性,成 功 す る意 志 の

指 標 が 見 つか る。

プ ログ ラ ミン グ適 性 の他 の 指 標 は,音 楽,詩,集 中 力 と記 憶 力 を必 要 と

す る パ ズル や ゲー ムの 腕 前 な どで あ る。

表4-1

Alabama

California

現 存 す る プ ログ ラム

Colorado

Connecticut

Florida

Georgia

Indiana

Louisiana

Mhine

Maryland

Michigan

Missouri

NewYork

Ohio

Pennsylvania

Virginia

Birmingham

Berkeley

Orange

LosAngeles

Denver

NewHaven

Stamford

TampaBay

Miami

Atlanta

Indianapolis

BatonRouge

Bangor

Baltimore

PIainwell

Columbia

Albertson

Cincinnati

Columbus

Kent

Philadelphia

Fisherville
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表4-2訓 練 プ ロ グ ラ ム の 実 態

1982年12月 末 の 集 計

73747576777879808182

開始か ら年末 までの合計

活動 プ ロジェク ト

修 了 クラス

修了生

就職者

就職率

年 別 デ ー タ

新 プ ロ ジ ェク ト

修 了 ク ラス

修 了 生

就 職者(1)

就 職 率

1125

-135

-62038

-62036

-10010095

1_a1

-12

-614

-614

-100100

3

2

8

6

9

1

1

0◎

79、 、(2)162022

102133527597

74146248442660895

69、3、221395582727(41

939。8989888、(4)

2

5

6

3

2

3

0δ

Q
∨

2

11

72

62

86

454φ3)

12192322

102194218235

90、74、87、4メ4)

839。86654)

注:

1.実 際 に 就 職 し た 年 と は 関 係 な く修 了 した 年 で 示 し て あ る 。

2.ボ ス ト ン と ヒ ュ ー ス ト ン の2つ の プ ロ ジ ェ ク トは1979年 に 訓 練 を 停

止 し た 。

3.シ ン シ ナ チ ・ プ ロ ジ ェ ク トは シ ン シ ナ チ 大 学 で の 訓 練 を1981年 に 止

め,オ ハ イ オ バ レ ー ・グ ッ ドウ ィ ル ・イ ン ダ ス ト リ ー一・ズ で1982年 に 再 開 し

た が,こ れ は 新 プ ロ ジ ェ ク ト と 見 な さ な い 。

4.1982年 の ク ラ ス か ら186名(79%)が 就 職 す る と 予 想 し て い る 。

そ う す る と 開 始 か ら の 合 計 は768名(85%)と な る 。
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表4-3コ ス ト ・ベ ネ フ ィ ッ トの 推 定(1982-83年 の デ ー タに よ る)

支 援 の 推 定 コス ト=年 当 り$7,000

訓練 の コス ト

研 修 生 当 りの 平 均 コス ト

修 了 生 当 りの 平 均 コス ト(中 退 率33%)

仕事 当 りの平 均 コス ト(就 職 率85%)

一 就 職 当 りの コス ト

訓 練(修 了生 当 りの正 味 コス ト)

RSA出 資 額

IBM出 資額

$7.000

$10,400

$12,300

$12,300

$714

$1,190

一 就 職 当 りの 全 コス ト

ー 就 職 当 りの 収入

平均 初 期 給.与推 定 額=$15,500

連 都税 若

州税(齢 税の1)

FICA(雇 用 者)

FICA(被 雇 用者)

取 引高 税

金 支 払 税 額

節 約

支 援 不 必 要 分

金 収 入 及 び 節 約

年 間12,570ド ル の割 合 とす る と,

払 い 戻 され る。

×ア メ リカ税 表 に よ る

$14204

$

$

$

$

$

2,500

850

1,040

1,040

140

$5,750

$7,000

$12,570

14,204ド ル の 訓 練 費 用 は 約58.8週 で
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表4-4産 業 評 議 会 に 加 わ っ て い る 会 社 の 部 分 リ ス ト

IBM

LibertyNatlonalLifeInsurancρCompany

SouthCentraIBellTelephonpCompany

LawrPnce-LivPrmoreLaboratory

Ampex

Levi-Strauss

Hewlett-Packard

Memorex

FiremanlsFundInsuranceCompany

Wρ11sFargoBank

MetropolltanLifeInsuranceCompany

LockheedAircraft

SouthernPacificRaけroad

CrownZpUerbach

DelMonteCorporation

KaiserFoundation

StandardOilofCalifornia

PacificTelephone

Fairchild

SRIInternational

BankofAnerica

FordAerospace

TRWSystems

Uni.tedAirlines

GECrpditCorporation

YaleUniverSity

Bunker-Ramo'

AmericanCan

AmericanChain&CableCompany

Perkin-Elmer
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SikorskyAircraft

EmeryAirFreight

Honeywell

DetroitDieselAIlison

IndianaBellTelephone

EIiLily&Company

CumminsEngineCompany

LoulslanaNationalBank

BoiseCascadePaperCompany

BathIronWorksCorporation

L.L.Bean・Incorpor2ted

JohnsHopkinsUniversity＼
JohnsHopkinsAPL

ForemostInsuranceCompany

SteelcaSP

KelloggCorporation

AmwayCorporation・ 、

UpjohnCompany

Foremost-McKerson,Incorporated

LearSiegler

StatPFarmInsuranceCompany

DigitalEquipmentCompany

3-MCompany

Doubleday

Merrill,LynchandCompany

ManufacturersHanoverTrustCompany

AvisCompany

ChampionInternational

Arnco,Incorporated

Proctor&Gamble

BattelleMemorlalInstitute

ConsolidatedRail

Sperry-Univac

ColonialPenGroupInsurance

WestinghouseElectricCorporation

GeneralTelephone(GTE)
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